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伊J

1。 本書は、富山市米田町 1丁 目地内に所在する米田大覚遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、分譲宅地造成工事に先立ち、有限会社東洋都市開発の依頼を受けて富山市教育委員会が実施し

た。なお、発掘調査の一部を有限会社山武考古学研究所に委託し、市教育委員会が監理した。

3.調査の期間、発掘面積、調査担当等は次のとおりである。なお、当初平成11年度に報告書を刊行する予

定であったが、依頼者の都合により延期となり、平成15年 12月 22日 に同社が破産 (平成15年 (フ )第

513号)したため、平成16。 17年度に富山市が残りの出土品整理と報告書の刊行を行ったものである。 (職

名は当時)

試掘確認調査 平成7年4月 11日 ～4月 18日  対象11,247∬ 発掘面積570ゴ

調査担当 富山市教育委員会生涯学習課 学芸員 小林高範

発掘調査   平成7年 11月 10日 ～平成8年 7月 31日 発掘面積4,600∬

調査担当 A区・ B区 富山市教育委員会生涯学習課 学芸員 小林高範
調査員 小村正之C区～E区 有限会社山武考古学研究所

(C区～E区 監理担当 小林高範)
4.本書の執筆は、鹿島昌也 (富山市教育委員会埋蔵文化財センター学芸員)、 松田政基 (山武考古学研究
所)が行った。

5.調査の実施から報告書作成までに次の方々の助言や協力をいただいた。記して謝意を表したい。

池野正男、柿田祐司、黒崎直、清水幸一、鈴木景二、田嶋明人、東野治之、山中敏史、馬場基、平川南

望月精司、渡退晃宏

6.本書の挿図・写真図版等の表示は次のとおりである。

(1)方位は真北、水平基準は海抜高である。

(2)座標は調査当時の標準であった国土座標 (日 本測地系)を使用した。

(3)遺構の表記は次の記号を用いた。

SB:掘立柱建物、SD:溝、SK:土坑、SE:井戸、SA:柵列P:柱状ピット、SX:不明遺構
7.出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。
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I 遺跡の位置と環境

遺跡は、富山市の北部に位置し、西約1.5kmに神通川が、東約4kmに常願寺川が流れる。岩瀬の海岸か
らは約3km、 」R北陸本線東富山駅から南西約800mに立地する。遺跡の北側約lkmには国道415号線が
東西に延びる。遺跡の標高は約8mを測る。調査時の現状は水田で周囲には5m等高線が走っていて、扇状地

形が織り成す微高地に立地している。現在は、富山市米田町1丁目地内に所在し、当地には米田字大覚割や

竹花などの小字名が残る。

本遺跡周辺には縄文時代から江戸時代にかけての遺跡が広範囲に所在する。神通川右岸海岸部に縄文時代

晩期前半の「岩瀬天神式土器」を標識とする岩瀬天神遺跡がある。縄文時代晩期後半には、本遺跡南方に豊

田遺跡が出現し、石庖丁形の石器や打製石斧の存在から低湿地における農耕の可能性が指摘されている。

弥生時代には、本遺跡南東の官町遺跡では玉作りを行った集落跡が所在し、海岸部の日方江遺跡では墓墳

とみられる円形土坑群がある。

古墳時代には豊田地区にちょうちょう塚古墳が築かれる。古墳時代前期の方墳で、一辺21～ 22m、 高さ4

mの規模を持つ単独墳で、赤彩土器や底部穿孔壺など祭祀色の強い土器が出土している。古墳に近接する豊

田大塚・中吉原遺跡では弥生時代後期～古墳時代前期にかけて、湿地の肩部に祭祀土器の大量廃棄が確認さ

れている。

古代には、平安時代前期に宮町遺跡で道路跡と掘立柱建物群や石製鋒帯が発掘され、志麻郷関連の官行施

設と推定されている。米田大覚遺跡では整然とした掘立柱建物群や祭祀井戸、石製錯帯や200点以上の墨書

土器が出土し、平安期の新川郡衛とする見方がある。豊田大塚 。中吉原遺跡では人面墨書土器や人形などの

祭祀遺物が多数出土し、新川郡衛の祭祀場と考えられている。さらに本遺跡西側に位置する蓮町遺跡を『延

喜式』にみえる「磐瀬駅家」とする見方もある。

中世には『廻船式目』に掲げられる三津七湊のひとつとして「越中岩瀬湊」があるが、未だ位置は明らか

にされていない。神通川河口左岸には四方荒屋遺跡や四方北窪遺跡など中世期の集落が所在し、関連が注目

される。一方中世後期には、東岩瀬城や大村城、日方江城などの平城が築かれる。

中世末から近世前期には

神通川河日右岸に千原崎遺

跡が形成される。千原崎に

は江戸時代前期に加賀藩営

の渡し場 「千原崎の渡」が

設けられた。遺跡は渡し場

周辺に設けられた宿場的な

町屋遺構群と考えられている。

また、千原崎遺跡の集落で

は越中瀬戸焼が多く出土し、

他の消費遺跡に比べて出土

する陶磁器における越中瀬

戸焼の占める割合が高いこ

とから、越中瀬戸焼の流通

における集積地であったと

推定されている。

第 1図  米 田大 覚遺 跡 (o印)周辺の古地形と地名 〔富山市教委1999(古 川知明作図)を 引用一部加筆〕

腿 砂 丘 例

臣霊]旧河川流路

□   ″  (古 期 )

… 川 岸 段 丘

□ 「渡」の地名
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Ⅱ 調査に至る経緯

米田大覚遺跡は、富山市教育委員会が実施した市内分布調査 (昭和63年度～平成3年度)に より、新たに

発見された遺跡である。以後、富山市遺跡地図に登載し、周知の埋蔵文化財包蔵地 (市遺跡No201021)と

して取り扱うこととなった。遺跡の推定面積は212,000∬であり、奈良～平安時代の須恵器・土師器が出土

する集落跡である。宅地造成等により、これまで 4度の試掘確認調査が行われている。

平成 7年 2月 、有限会社東洋都市開発から分譲宅地造成工事に伴って所在確認依頼書が提出された。造成

予定地が包蔵地範囲内に含まれていたため、同年 4月 に11,247ゴ を対象として市教育委員会が試掘確認調

査を実施した。その結果、掘立柱建物の柱穴と思われるピット、溝などの遺構、須恵器・土師器を含む遺物

包含層が約6,000ゴの範囲に良好に所在することが確認された。保護措置について事業者と協議を重ね、用

地取得が確定した4,600∬について発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は1,900∬を市教育委員会が直接行い、残りの2,700� を民間調査機関である山武考古学研究所

に委託することで合意し、同年11月 に協定を締結した。11月 10日 から現地の発掘調査に着手し、平成8年 7

月31日 まで現地調査を実施した。

1 米田大覚
2 大村 。大村城
3 日方江 。日方江城
4 そうけ塚
5 千原崎
6森

7 森 B

8 蓮町
9 岩瀬天神
10ち ょうちょう塚

11豊田大塚 。中吉原

12豊丘町・豊田城

13豊田

14飯野新屋

15宮町

16/1ヽ Z耳】ヒ

17草島

18四方北窪

19四方荒屋

20四方背戸割

21江代割

22今市

23百塚住吉D

24百塚住吉B

25百塚住吉

第 2図 米田大覚跡と周辺の遺跡 (1:50,000)
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Ⅲ 調査の概要

i)基本層序

遺跡は富山湾にほど近く、神通川寄りの高位部と東側の低位部との境に位置し、調査前は水田であった。

基本層序は、第 I層 (耕作土層)、 第Ⅱ層 (遺物包含層)である。耕作土直下には、厚さ15cm前後の

灰黄褐色を呈し粘性のある遺物包含層がみられる。遺構の掘り込みはこの遺物包含層からとされているも

ののその因果関係については、いまだ明快な報告を知り得ない。また色調は立地する環境により異なるよ

うで、標高 2mの水橋荒町・辻ヶ堂遺跡では黒褐色を呈する。

Ⅲ層 (遺構確認面)続いて遺構の確認面である明黄褐色もしくは明橙色の砂層がある。このⅢ層以下
のⅣ～�層は地山に相当する。

Ⅳ層 :明黄褐色 (2.5YR 6/6)砂層

V層 :黄橙色 (2.5Y7/8)

Ⅵ層 :浅黄色 (2.5Y7/4)

Ⅶ層 :灰オリーブ色 (5Y5/2)

Ⅷ層 :にぶい黄橙色 (10YR 6/2)

Ⅸ層 :にぶい黄橙色 (10YR 6/4)

X層 :灰黄褐色 (10ЧR 6/2)

�層 :黒褐色 (2.5Y3/1)粘性、

締まりあり

ii)発掘調査の成果

1.遺構と遺物
発掘調査はA～ E区まで 5地区に分けて実施した。

なお、遺物については、調査区毎の遺物観察表を掲載して

いるので参照願いたい。

① 遺 構
A区～ E区 :掘立柱建物 (SB)32棟、井戸 (SE)9基、清 (SD)約280条、柵・塀 (SA)2列 、
土坑・竪穴状遺構・穴・ピット (SK・ 鬱← P)約 970基

SB、 SE、 SD、 SK、 該 については、A～ E区全体の通し番号を付した。本報告では、遺物が出土

した遺構を中心に抽出したものがあり、遺構によっては欠番が生じているものもある。

また、Pについては、地区によってSBごとに付す場合 (C～ D区)と、調査時の地区毎の通し番号
をそのまま使用しているもの (A～ B区)がある。

② 遺 物
A区～ E区 :須恵器 (蓋・郭A・ lT・ B・ 椀A・ 椀 B・ 甕・壺・壺蓋・横瓶・双耳瓶 。台付広日壺・高

杯)、 土師器 (椀 「赤彩 。内黒」 。甕・把手付鉢・鍋・高杯・皿)、 土製品 (土錘、獣脚)、 木製品

(付札状木製品・刀形木製品 。斉串・箸 。曲物・皿・下駄・井戸枠・柱根・礎板)、 墨書土器 (田邊・

道公 。人長・皆人・富女・月 。及・室 。人・真・王・家・酒・井・十 。中・仲・茨 。柴・公麿・公万

呂 。桑・則天文字他)、 転用硯、メンコ (須恵器などを転用した駒、碁石)、 緑釉陶器、灰釉陶器、

石製品 (石帯・砥石・碁石)、 ガラス小玉、磨製石斧、縄文土器片、青磁、中世土師器、肥前、越中

瀬戸、鉄製品などがある。

発掘調査全体の遺物量 (A～ E区)はコンテナ箱 (55× 35× 15cm)で約80箱、木製品は200+力の水
槽で 2杯分である。

第 3図 堆積土層図及び
調査区割図
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2.遺構の概要
(1)掘立柱建物

掘立柱建物は32棟確認できた。これ以外にも、柱穴状のピットが多く所在するため、確認できなかっ

た建物が所在する可能性はある。以下、主な建物跡について概説する。使用する尺の単位は、完数尺 (30cm)

を用いた。

SB01 E区 に位置し、西側は調査区外になるため全貌は分からない。総長は桁行 (4.20m):(2.10m・
2.10m。 …)、 梁行6.00m(10尺 等間)、 掘方は80cm前後の略方形を呈する。南側の桁筋はSB02を通り、

これらは同時存在が指摘される。P6か らは土師器の大振りの椀が出土した。

SB02 SB01の 東側に位置する南側桁筋に軒支柱が付帯する軒支柱付建物である。総長は桁行
9,00m(6尺等間)、 梁行6.00m(2.10m。 1.80m。 2.10m)で ある。掘方は1.00m前後の略方形で、やや南北

方向に長い方形を呈する。 S B01と南側桁筋が通る。さらに軒支柱が付帯するが、それとした理由は軒

側の柱が身舎側の各桁柱に通らない。軒支柱の間は西側から1,80m。 1,40m。 2.00m。 2.00m。 1.80m

番号(区 ) 建物規模 長軸(m) 短軸(m) 棟方向 方 位 備 考

SB01(E) 2間 ×2間  側柱 6.00 4.20 ド:】ヒ N-10° ―E

SB02(E) 5間 ×3間 側柱 9,00 6.00 東西 N-80°  Vヽ 南側桁筋に軒支柱か廂付帯

SB03(E) (2間 )× 2間 総柱 (4.20) 4.20 (東西) N-80°  一W 東側が調査区外

SB04(E) 4間×2間 側柱 7.80 4.50 居:】ヒ N7° 一E SB01よ り描「い

SB05(E) 3間 ×2間 側柱 4.80 4.00 言奪】ヒ N-5° ―E SB06よ り新しい

SB06(E) 5間 ×2間 側柱 9,30 5.10 言三耳ヒ N5° 一E SB05・ 08よ り新しい

SB07(E) 10間 X2間 側柱 22.00 4.80 言:耳ヒ N-10° 一E SB06よ り新しい、部分的床張り

SB08(E) 8間 ×2間 側柱 16.20 4.80 肩:耳ヒ N-12° 一E 部分的床張り

SB09(E) 3間 ×2間 側柱 8.10 5,40 膏ユ耳ヒ N-10° ―E SB10よ り新しい

SB10(E) 6間 ×3間 側柱 12.50 6.00 百:】ヒ N-10° 一E

SBll(E) 2間 ×2間 側柱 3.90 3.00 東西 N-80°  ―ヽV SE08を覆う(井戸がやや南に遍在)

SB12(E) 3間 ×2間 側柱 7.00 5.20 膏]】ヒ N-12° 一E

SB131Al 3間 ×2間  側柱 6.80 6.00 膏]ゴヒ N5° ―E

SB14(A) 3間 X2間 側柱 6.40 5.40 東西 W-83.5°  一ヽV

SB15Cへ・C) 3問 ×2間 側柱 4.80 4.20 東西 N-85°  ―W 北側桁筋に庇付帯か

SB16(A～ C) 6間 ×2間 側柱 13.50 5.40 東西 N-83° 一ヽV

SB17(A・B) 3間 ×2間 側柱 6.00 4.60 東西 N-78°  一ヽV 東側に1間増の可能性あり

SB18(B) (4間 )× 1間 側柱 8.60 4,20 東西 N-82°  ―ヽV 3間 ×1間の可能性あり

SB19(B) 3間 ×1間以上 側柱 6.00 (2.00) 肩:】ヒ N-5° 一E 西側が調査区外

SB20Cへ・B) 3間 ×2間 側柱 6.00 5,00 東西 N-82°  ―W SB17と 切りあう

SB21(C) 2間 ×2間 総柱 4.20 3.90 言:】ヒ N-10° 一E

SB22(D) 2間 ×1間 側柱 4.80 4.00 言こ耳ヒ N-10° 一E

SB23(D) (3間 ×2間 側柱) 4.40 4,00 (南北) N10° 一E 西側が調査区外

SB24(D) (3間 ×2間 総柱) (3.20) (2.00) (南北 ) N17° 一E

SB25(A・ C) 5間 ×2間 側柱 9.50 4.50 東西 N-82.5°  ―W 3問 ×2間に東西に張り出しか

SB26Cへ 。C) 2間 ×1間 側柱 3.60 1.80 東西 N-85°  Vヽ

SB27(C) 2間 ×1間 側柱 3.60 1.80 東西 N-80°  一ヽV

SB28(C) (3間 ×3間 側柱) 7.40 6.00 東西 N-89° ―ヽV 3間 ×2間 に西に庇付きか

SB291A) (1間 Xl間 側柱) 2.20 1.90 南】ヒ N-12° 一E

SB30(A) 2間 ×1間 側柱 4.00 2.00 東西 W-86.5°  ―W

SB31tへ) (3間 X2間 側柱) 4.50 4.00 東西 N-87°  一llV

SB321A・C) (3間×1間以上 側柱) 6.00 (2.70) (南北) N-9° ―E 西側に延びる可能性あり

表 1 掘立柱建物計測表
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で、両端は桁行と同規模であるが、軒側の 3本の柱間が異なる事にある。なお、軒支柱は壁柱や廂にな

る可能性もある。P8,9に は木柱根が、P llには礎板が残る。

SB03 SB02の 東4.80mに位置する総柱建物である。建物の大半は調査区外となり全貌は不明であり、
わずかに床束の検出により総柱と判明した。総長は桁行 (2.10m:2.10m・ …)、 梁行4.20m(7尺等間)

である。棟の方向はSB01,02と 同じ方位であるが、南桁筋には通らないことからこれらの建物より後

出の可能性もある。掘方は一辺80cm前後の略方形を呈する。重複関係はない。

SB04 総長は桁行7.80m(1,95m等問)、 梁行4.50m(2.25m等 間)である。掘方は80～ 100cm前後
の略方形を呈する。重複関係は直接切り合うSB01・ SB06と、間接的のSB07・ SB08がある。

SB05 SB04の 南側に位置する。総長は桁行4.80m(1.60m等 問)、 梁間4.00m(2.00m等 間)である。
掘方は80～ 100cm前後の略方形を呈し、一体に北妻側が大きい。重複関係は直接的にSB06・ SB08が、

間接的にSB07がある。

SB06 総長は桁行9.30m(1.80m・ 1.80m・ 2,10m。 1.80m。 1.80m)、 梁行5.10m(2.55m等 間)の
長舎である。掘方は60cm前後の略方形を呈する。重複関係は直接切り合うSB04・ 05・ 07・ 08がある。

SB07 南北棟10× 2間の側柱建物である。総長は桁行22.Om(2.10m。 2.10m。 2。 10m・ 2.10m。
2,70m・ 2.10m・ 1.80m。 2.40m・ 2.40m)、 梁行4.80m(8尺等間)である。また棟通りには床束がみ

られる。その位置は北から2・ 5'7・ 8・ 9間 日と不規則であるが 5本みられ、それは南側に集中するようで

ある。再度柱穴を観察する必要があるが、この結果からは少なくとも建物の南半分は床張りとならざる

を得ない。この様な建物が存在するかについては今後の課題としたい。側柱の掘方は80cm前後の略方

形、床束の掘方はそれに比べてやや小さく50cm前後の精円形もしくは略方形を呈する。重複関係は、

直接的にはSB01・ 06、 間接的にはSB04～ 08である。

SB08 E区 の北西中央に位置する。総長は桁行16.2m(1.80m・ 1.80m。 2.10m・ 2.10m。 2.10m・
2.10m。 2.10m。 2.10m)、 梁行4.8m(8尺等間)である。棟通りには北から3～ 5間 目に柱穴がみられ、

大きさも東柱の様な小さなものではなく側柱と同様の規模である。したがってこの建物はSB07と 同様

に部分的な床張りが指摘される。この床張り部は倉庫的な性格を有し、SB07の建て替えとしての可能

性もみられる。いずれにしてもSB08とSB07は注目すべき建物となる。掘立柱建物で梁間 1・ 2間に対

して桁行が 7間以上の長舎は、表 2のように国行政庁・郡行政庁・客院関連施設・官人級居宅 。あるい

奈 良 平城宮内 馬房寮 16× 2間。15× 2間。14× 3間 (主馬の墨書)

栃  木 芳賀郡衛 (中村遺跡) 9× 1間

寒川郡衛 (千駄塚浅間遺跡 ) 8× 1間

埼  玉 入間郡衡 (若葉台遺跡群) 6× 2間 (四面庇付 4× 3間の脇殿か)

東  京 豊島郡衛 (御殿前遺跡 ) 15× 2間、10× 2間 (郡庁の長殿)

富 山 佐味駅、荘家 (じ ょうべのま遺跡) 8× 1間以上、10× 3間 (東廂、間切り)墨書「西庄」

川人駅家関連遺跡 (麻生谷遺跡) 7× 2間、墨書「人長」

石  川 国府津 (戸水 C遺跡 ) 7間以上の建物が 3群みられる。渤海客院関連施設か

官人級居宅(千木ヤシキダ遺跡) 8× 2間 (四面庇・片面庇付)

静 岡 伊場遺跡 墨書「栗原駅長」、木簡「馬主戸主宗宜部□□□四東」

官衛 (六ノ坪遺跡) 6～ 10× 3間が多い

神奈川 鎌倉郡衛 (今小路西遺跡) 15。 13・ 7以上×2間の建物が「コの字」状に配列。

都築郡衛 (長者原遺跡 ) 政庁域に15× 2間と7× 2間の建物が L字状に配列。

山  形 出羽国府政庁 (八森遺跡) 7× 2間、5× 1間 (板塀に囲まれ八脚門を有する。)

宮 城 玉造郡庁院 (名生館遺跡 ) 西脇殿に 8・ 10× 2間

陸奥国府 (多賀城政庁) 両脇殿・北殿と北方建物群

多賀城廃寺 10× 2間 (北方の小子房)

表 2 長舎建物の類例 (一例 )
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は馬房などに多くの類例をみることが出来る。

SB09 E区 西端に位置し、総長は桁行8.lm(9尺等間)、 梁行5.4m(9尺等間)で、掘方は70～ 100
mの略方形を呈するが規模は一定でない。重複関係はSB10が古い。このほか南妻側にはさらに南に 1

mの位置に柱穴が 3個確認されている。この柱穴はSB09の両妻柱とそれぞれ対応し、北妻側中央の柱

穴が梁方向に長精円形となる事、さらに西側柱筋にSB09。 10の他にも掘方が認められる事からSB09の

建て替えとしての可能性が高い事を指摘しておきたい。なお東側柱は大半が調査区外となるため規模等

は推定に留め置く。推定 5× 2間、総長は桁行9.lm(1.82m等 間)、 梁間5。40m(9尺等間)となる。

SB10 総長は桁行12.5m、 梁行6.Om(2.Om等 間)で、掘方はlm前後の略方形を呈し規模は一定
である。南妻側の柱、南西隅柱から1間目は溝によって切られ掘方は遺存していない。

SBll 当初SE08の上屋と思われた建物である。東西方向に棟をとる 2× 2間の建物である。総長
は桁行3.9m(1.80m・ 2.10m i柱間は南北側で異なる)、 梁間3.Om(5尺等間)である。上屋の位置
からすればSE08はやや南に遍在する。作業スペースの考慮しての遍在であろうか。しかし、SBllの棟

方向はSB01～ 03と 同様であるが、SE08は上屋を掛けるほどの構造はない。また掘方自体他の井戸に比

べ直径100c mと 小規模である。

SB12 総長は桁行7.Om、 梁行5.2mで、掘方は50～ 70cm前後の略方形を呈し、規模はほぼ一定で

ある。 S B08と 同じ方位を示し、前後関係が推定される。

SB13 調査区北寄りの一群の北端に位置する。総長は桁行6.8m、 梁行6.Om(3.Om等 間)で、掘
方は 1～ 1.5m前後の略方形を呈し、規模はほぼ一定である。 S B17と重複関係にある。また、東西方

向に異なる方位のS A01が重複する。

SB14 調査区北寄りの一群の南端に位置する。総長は桁行6.4m、 梁行5.4m(9尺 等間)で、掘方
は0.7～ 1.Om前後の方形を呈し、規模はほぼ一定である。西側梁行がSB16の 西側梁行と約 5mの距離

をおいて通り、棟方向もほぼ揃うことから同時存在していた可能性がある。

SB15 総長は桁行4.8m(8尺等間)、 梁行4.2m(5尺等間)で、掘方は0.8～ 1.2mの 隅丸方形を
呈し、棟方向に向かってやや長方形となる。北筋の柱穴がやや小振りで、北側桁筋に庇が付く可能性が

ある。西側に約 3m離れてSB14が同じ棟方向で並存する。南側桁筋がSB14の南側桁筋とほぼ通る。一

方で方位がSB14よ りも僅かだが1.5度南に傾く。

SB16 総長は桁行13.5m、 梁間5.4m(9尺等間)で、掘方は0。 6～0.8mの略方形を呈する。桁筋の

東側 3間分の掘方形状が隅丸方形でほぼ一定の規模を示す。西側 4間分とは南北桁筋の通る 2棟別棟の

建物になる可能性もあるが、棟通りに床東と思われる柱穴も 3か所みられ、SB07・ 08の建物の性格と

の関連も注視される。

SB17 総長は桁行6.Om、 梁間4.6m(2.3m等間)で、掘方は約0.6mの略方形を呈する。東側に桁行
きが 1間分増える可能性もある。 E区のSB08。 12と主軸が直交する方位を示す。E区の両者は重複関

係にあり、いずれかとの同時存在の可能性も指摘できる。

SB18 調査区西側に位置する。総長は桁行8.6m、 梁行4.Omで 、掘方は約0.8～ 1.Omの円形に近い

略方形を呈する。北群のSB20。 25と ほぼ同じ主軸方向をとり、E ttSB04と は直交する方向となる。

SB21 調査区の東端、SB02の南側に位置する総柱建物である。総長は桁行 (東西)3,90m(13尺 )、
梁行 (南北)4.20m(14尺 )である。柱間は桁行 (東西)が東から1,80m(6尺 )。 2,10m(7尺 )、 梁行が

2.10m(7尺 )等間となる。柱根は確認出来なかったが、掘方の底部にはそれぞれ一段低くなる部分があ

り、それを柱の位置と推定して柱間を割り出した。その中でもP5・ P6は柱の推定位置から僅かには

ずれる。掘方は一辺0。90mを呈し、P3・ P5が精円形となる他は大半が略方形を呈する。
SB22 調査区の中央西端に位置する南北棟の建物跡である。この建物は当初 3× 2間の総柱とされ
ていたが、桁側の中央柱が通らないことと、東桁側の柱掘り形が他のものより小さく軒の支えとみられ
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ることから2× 1間の側柱建物と推定した。またこの他に小さな柱穴がみられる。すなわち主柱穴はPl
～ P4、 P7～ P9は軒を支える柱穴と思われる。またP5。 P6・ P10は床束、P ll～ 13はひとつ

欠けているが際束と思われる。この梁間 1間の建物で際束が使われる時期は宮本長二郎によれば弥生時

代が主流であるとされている (1998宮本)。 したがってSB01は律令期の建物ではなくなってしまい、

今後の課題とするところとなる。総長は桁行4.80m(2.40m等間)、 梁間4.00m(2.00m等間)である。

掘方は径40～80cmの精円形を呈し、他の掘方に比べ桁東側の掘方が小さく、構造柱として疑問が残る。

際束 (P ll～ 13)は梁間に大引きを渡して床を指示するため、柱は通し柱となる課題の大きい建物で

ある。その他西側を除く3面庇が付帯するようであるが、これについては再検討を要する。

SB23 SB22の 西側に位置する。大半は調査区外にあり、全貌は不明だがおそらくSB22と 同様の南
北棟の建物である。SB22の北梁間側と柱筋が通るため、同時期あるいは同規模の可能性が窺われる。

この桁行間は復元すると4.40mと なり、SB22のそれ (4.80m)と ほぼ同じとなる。したがって、建物は

3× 2間の側柱建物と推定される。総長は桁行4.40m(1.20m・ 2.20m,1.20m)、 梁行4.00m(2.00m等 間)

である。SB22と の間は1.80mで、この間隔は軒の出が互いに接しない最小である。この間には細い溝

状の遺構がみられる事から、この溝は雨落ち溝としての可能性を指摘しておく。

SB24 SB23の 北西側に重複して位置する。全貌はSB23と 同様調査区外で分からないが、おそらく
桁行 3間以上、梁行 2間以上の南北棟で総柱式の可能性もある建物である。総長は桁行3.20以上 (1.20

m。 2.00m。 「1.20m」 )、 梁間2.00m(2.00m。 「2.00m」 )以上が推定される。

SB25 SB16の 東側に重複する建物である。総長は桁行9.5m、 梁行4.5m(15尺 )である。掘方は0.7
～1.Omの 略方形を呈する。桁柱南側はSB16の掘方と方向が通ることからこの柱筋が建物配列の基準と

なる可能性が高い。重複関係はSB16が古い。

(2)井  戸
調査区内で 9基確認された。そのうち 6基で井戸側材を確認または存在が推定できる。

SE01 調査区の中央西寄りに位置する井戸である。平面規模は上端が2.48m× 2.40m、 下端が1.20
m× 1,10mの隅丸方形を呈する。掘り込みの深さは1.23mである。

SE02 調査区の東側に位置する井戸である。平面規模は上端が2.55m× 2.50mの 略方形、下端が
1.85m× 1.72mの 精円形を呈する。残存する掘り込みの深さは1.36mである。

SE03 調査区の東端に位置する井戸跡である。平面規模は上端が1.76m× 1.42m、 下端が1.55m×
1.43mの精円形を呈する。残存する掘り込みの深さは1.12mである。

SE04 平面規模は直径0.62mの 円形を呈する。残存する彫り込みの深さは0.54mである。
SE05 平面規模は上端が1.60m× 1.41mの略長方形、下端が0.90m× 0.72mの略長方形を呈する。
残存する彫り込みの深さは1.04mである。掘方はあったと推察されるが、埋没段階で崩壊したため、形

状と規模は不明である。井戸枠は崩壊した状態で覆土中層より下から出土している。その形状は出土し

た部材から縦板横桟留になると考えられる。

SE06 平面規模は上端が3.30m× 2.17mの不整形、下端が1.71m× 1.22mの 不整形を呈する。残存
する掘り込みの深さは0,74mである。確認時点では上端の形状は長方形であつたが、調査時点で壁の崩

落が起きたため、いびつな形になった。掘方を持ち、その内側は確認面から約40cm下がったところで

約1.3m四方の方形になると考えられる。井戸枠は崩壊した状態で/1B土の中層より下から出土した。そ

の形状は出土した部材から縦板横残留の井戸枠が考えられる。

SE07 平面規模は上端が2.65m× 1.Om以上、下端が1.3m× 0.65m以上の不整形を呈する。
SE08 E区 の中央南寄り、SB08の南東 4mに位置する井戸である。またSB02の南側正面の中軸線
上に位置することからこの建物との同時並存が指摘される。掘方は精円形を呈し、上端長軸1.65m、 短

軸1,45m、 下端長軸0.85m、 短軸0.80m、 深さ1.08mである。断面は長軸の北側がやや漏斗状となる。
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井戸枠は出土しなかったが、おそらく直径0.80m前後の井戸枠があったと推定される。またその南側に

位置するSD39はSB02と方向が同じで、この遺構との関わりも指摘される。

SE09 E区 の南東に位置する。井戸枠は隅柱縦板組横桟留め構造の井戸である。縦板はほぼ59cm
で遺存し、幅15cm前後の矢板状に尖らせた板を縦方向に交互に重ね合わせて地山に打ち込み、横桟で

内側に倒れないように留め、隅柱と横桟はほぞで組んでいる。横桟は掘方内の上圧であろうか四辺とも

内側に緩く湾曲している。横桟は地山からの高さは3生mである。掘方は一辺5.5～5.3mの 略方形を呈し、

深さ1.35mで ある。SE09と 近接するSD42・ 43と ほぼ平行し、さらに両清は端部が立ち上がるため、

清としての機能より堀などの掘方に類似している。方向は建物群とほぼ同じであることから、これらは

同時存在の可能性が高く、SD42・ 43は 日隠し掘的な性格が窺われる。

(3)溝・道路

SF01(SD26・ 31)調 査区中央北寄りを東西方向に心々間約2.65～ 3.3mの距離をおいて並走
して横切る 2本の溝からなる。南側を走るSD26は、調査区西端の手前で向きを南西方向に変える。北

側のSD31はSB27付近で途切れ、調査区北側の掘立柱建物群方向に心々間約3.Omの距離をおき併走し

て延びる道路跡 (SF03)と 推定される西側の清に切られる。SB27は調査区北側の掘立柱建物群へ延びる

SF03とSF01の交点に位置し、同時に存在すると門のような役割が推定できるがやや西に寄りSD31と

重なり、 トイレの覆屋とも推定され検討を要する。方位はSD26が東側でN-77° ―W、 途中からN-90° 一

Wとなり西側では南西に向きを変える。SD31は N-87° 一Wで調査区西端でやや北寄りに方向を変える。

SF02(SD04)SF01の 南側を東西方向に心々間約2.3～ 2.7mの距離をおいて並走し、調査区

中央で南に折れる 2本の溝からなる。掘立柱建物SB28とほぼ接し、SB30・ 31と 重複関係にある。これ

ら建物群は他の建物群に比べ柱穴が円形や不整形を呈し、その径や一辺が0.5mに満たないものが多く、

建物方位も異なることから時期が異なる建物群と推定される。SD04の方位は東からN-89° 一Wで西

に延び途中で、90° 角度を南に向ける。

SD33 幅0.87～ 1.00m、 深さ0.25mを測る。延長36m検出された。方位はN-33° ―Wを示す。SB02・
07・ 08の柱穴とSB10の掘方を切るので、建物群より新しい時期に形成された溝と推定される。

SD45 E区 の南西をSD33と ほぼ並走して延びる。上幅0.6～ 0,8m、 底部幅0.45～ 0.55m、 深さ0.2
～0,25mを測る。延長約22m検出された。方位はN-31° ―Wを示す。SD33と の心々間の距離は17.5m

を測り、その間を道路とするにはやや広すぎる。

SD42・ 43 SE09の北側に近接する。SD42と 43はほぼ平行しているが、部分的に重複している。
重複関係はSD42が古い。SD43は長さ4.Om、 幅0.4m、 深さ0,lmとSD42と 比べて規模が小さくなって

いる。SD42は長さ4.2m、 幅0.5m、 深さ0.5mであり、底部は一定の深さである。また壁は西側を除き

いずれもほぼ垂直となり、排水を主とした機能はみられない事から、板材による目隠し塀を推定してい

る。それとすればSD42・ 43はSB10と SE02と の相関関係が生じ、建物群との同時期存在も考えられよう。

遺物は土師器椀A(赤彩)が多く出土しているが、大半はSD42の出土である。方位はN-70° 一W。
SD42か ら出土した土師器椀Aには墨書 「雨」が多くみられる。この文字は則天文字の 「而」 (天)と

解釈されている (平川2000)。

(3)堅穴状遺構 (土杭 )

SX01 長軸6.2m以上、短軸4。 7～ 5,3の 隅丸方形を呈し、深さ0.45～ 0.65mを測る。北寄りに平面
形は隅丸方形 (約2.5m四方)、 断面形は台形状 (高さ約0.2～ 0。4m)に地山を掘り残す部分がある。
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Ⅳ まとめ

1.遺  物
出土品は整理箱約80箱になる。主体を占めるのは須意器、土師器である。須恵器は杯や蓋などの食膳

具が目立ち、貯蔵具の甕や壺などの大型品が少ない傾向にある。土師器については調査区北側のA・ B・

C区では煮炊具の甕の割合が高く、椀・皿類が少ない傾向が見られる。一方、調査区南側のDoE区 で
は逆に椀・皿類が多く出土し、甕などの煮炊具が少なくなる。

概ね 8世紀末～10世紀初頭頃までの遺物が認められ、 9世紀中頃が主体となる。

注目されるのは、墨書土器が208点出土したことである。県内では富山市任海宮田遺跡や射水市北高

木遺跡に次ぐ出土数である。墨書土器のうち約 1割が土師器で、残りは須恵器である。墨書には①人名

や役職 (田邊・道公 。公麿 。公万呂・富女・皆人 。人長)②施設名や場所 (室・家・井)、 ③物品 (酒 )、

④則天文字 「而」 (而 )、 ⑤その他 (柴・桑・真・王・十 。中・仲・茨 。人・□□□(1字 目は新ヵ3字目

は廣ヵ)な どがある。土師器に記された墨書は「雨」が殆どである。また、朱書きの「工」や 「王」も

みられた。

このほか、 4基の井戸から斉串が29点出土し、井戸祭祀が推定される。また、墨書 「井」は呪符記号

「II」 とされ (平川2000)、 「IEEEEE」 や 「≡」と線刻された須恵器も出土し注目される。緑釉・灰釉

陶器や石帯 (巡方 2点、丸輌 1点 )、 風字硯、陶製の枡など官衡遺跡に特徴的な遺物も出土している。

2.遺  構
掘立柱建物は計32棟確認され、南北約120m、 東西約75mの範囲に概ね 4つの建物群に分けることが

できる。南から1群 (SB01～SB12)の 12棟、 2群 (SB18、 SB22～ SB24)の 4棟、 3群 (SB28、 SB29～SB31)

の4棟、 4群 (SB13～ SB17、 SB19～ SB21、 SB25～ 27、 SB32)の 12棟とした。特に整然とした建物配

置が認められる 1群と4群について主に以下で触れる。

1群は少なくとも 3時期以上の建物の変遷が推定される。中でも中核的な建物のSB02は南側に軒支

柱あるいは廂が付帯し、梁間最大の建物である。このSB02を中心に、南桁筋の通るSB01や棟方位を同

じくするSB03が東西に並列していた時期がまず考えられる。次にSB01が 90° 角度を変えて建て直され、

長舎建物のSB07となる。SB02。 SB03。 SB07は L字形の建物配列をとり、山中敏史氏が指摘する「郡

庁」の類型のV類 (山中2004)に 相当し、SB02が正殿、SB03が脇殿となる左右非対称の建物配置を示す。*1

官城県名生館官行遺跡 (陸奥国玉造郡行)や栃木県上神主・茂原官衛遺跡 (下野国河内郡衡)に類例がみら

れる。SB07と 同様長舎建物と推定されるSB08は、SB07と切り合い、新しく建て替えられたと考えら

れる。注目されるのは、SB08の北梁筋がほぼ通るSB09。 SB10で ある。これらは棟方位が揃うSB07の

一群とも捉えられるが、SB08に伴う建物との見方もできる。そうすると郡庁とは異なる配置になる。

さらに、南北軸のSB04。 SB05。 SB06は、SB07と前後関係が認められる。以上から1群は西側の南北

棟の建物群の切り合いや重複、前後関係から少なくとも3時期以上の変遷が推定される。一方、柱の重

複関係を見ると図面上若干の矛盾が見られるが、SB08→SB07→ SB05→SB04→ SB01→SB06と いう解

釈もできる。やや東に振れる建物から真北に近い建物へと変化することも推定される。そうすると長舎

建物が 2時期あり、その後にSB02や SB04。 SB10な どからなる品字ないしコの字状の配置になり、西

脇殿相当の建物はその後東西棟のSB01になり、東脇殿はSB09に変わるとも考えることができる。*2

郡庁域に丼戸が伴っていたかは検討を要する(払田柵政庁に丼戸を伴う例がある。
*3)が
、井戸が全時

期を通じて併存すると、これまでの郡庁例には見られず、厩家などの曹司や館などになる可能性もある。

SE08(覆屋付か)やSE09(斉串が多数出土、近接する溝から多数の則天文字入りの土師器が出土)は、

郡衝内での祓いの場など特殊な機能を掌っていたことも推狽Iされる。

4群はSF01の北側に梁行 2間の東西棟の建物が整然と並ぶ、北端のSB13・ SB17・ SB20の重複や切
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り合いなどから当地区は少なくとも 3時期の建物変遷が推定される。 1群の建物群が郡衡 (郡家)の 中

枢施設である「郡庁」とすると、その周囲には「館」(宿泊施設)や 「厨家」(食膳準備や食料・食器の調

達管理施設)、 「曹司」(行政の実務的な施設)、 「正倉」などの施設が郡衡域には所在する (ネ申奈川県長者

原遺跡 (武蔵国都筑郡衡)、 滋賀県岡遺跡 (近江国栗太郡衡)な ど)。 このような視点から4群をみると、

1群の棟方向に共通する方位を示す建物が複数棟存在する (1群のSB05。 SB06と 4群のSB13。 SB15・

SB19な ど)こ とや大小の井戸が 1基ずつ建物群に付随して存在することなどから 1群 との関連が指摘

でき、郡衛域に伴う建物群と考えられる。そこで、館や厨家などが推定されるが現段階では判別は難し

い。 4群域のSD26か ら「酒」と「室」が同一回徳に記された墨書土器 (杯 B)が出上し、調査区北東部

の包含層からは「家」が記された墨書土器 (杯B)が出土した。また、「室」墨書も 3～ 4群域からまと

まって出土したことも注視される。SB21の総柱建物は倉庫と考えられる。 4群域ではSF03に区切られ、

別群の建物群 (正倉など)に属することも推測されるが、ここでは 1棟のみの検出なので 4群域に付属す

る単独の倉庫と考えたい。

2群についても若千触れておくと、調査区西端に3棟とその北側の 1棟がある。井戸が 5棟検出され、

他の地区よりも密集する傾向にあり、生活域の様相を示す。合わせて「井」の墨書土器がこの地区から多

く出土する。「公麻呂」などの人名と思われる墨書土器がこの地区から3点出土し、「館」や郡庁の北側に

近接することから郡司居宅などの存在も類推される。 2群と3群の間に位置する堅穴状遺構からは「田

邊」や 「道公」といった人名や役職名を付した墨書土器が出土し、関連が注目される。

これらのことから遺構は郡衡に関連した施設と推測される。 9世紀中頃を中心に営まれた越中国新川

郡衛 (郡家)と考えられる。今後、建物配置や変遷などの詳細な検討を重ねていきたい。
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第 4図 掘立柱建物・井戸
(ア ミカケ)配置図
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2 灰褐色 土 (粘土 粒・炭粒混 じる )
3 贈灰褐 色土 (炭・粘 土粒混 じる )
4 暗黄灰色 土 (粘土 プ ロ ック rfLじ る )
5 黄灰褐 色土 (粘土 、黒色上 ブ ロ ック混 じる )
6 黄灰褐 色土 (粘土 ブ ロ ック )
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第 5図 遺構図平面図 (1/200)、 掘立柱建物の柱穴土層断面図 (1/40)

岡
ζttP U錮や堵、М
SD21 6∩ ◎u∇旱�鯵

くPЪ8只16∂

Ｂ‐６
瞼

Ｓ

-13-



II

≡18
3

Xl

「1司 |

87 (P86)

憔
捌
ツ

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
す
」
　
　
　
　
　
　
と
，

Ｅ

ド

』
Ｈ
コ

身

//1Ш

a
の

E
81ョ

ぬ
I

�
鯉

魏
微

》

③

一

mi

SB01

2m(1/40)
0              4m(1/80)

第 6図 堀立柱建物 (SB14、 SB15)平面図(4/80)、 柱穴土層断面図(1/40注記なし)、 エレベーション図(1/80)
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5   1
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第 7図 掘立柱建物 (SB48、 SB21)平面図(1/80)、 柱穴土層断面図(1/40)、 エレベーション図(1/80)
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第 8図 掘立柱建物 (SB22、 SB23、
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第 9図 掘立柱建物 (SB01、 SB03)
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第12図 掘立柱建物 (SB06、 09)平面図、柱穴エレベーション図 (1/80)
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第13図 掘立柱建物 (SB07)平面図、
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第14図  掘立柱建物 (SB08)平面図・柱穴エレベーション図 (1/80)
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第15図  掘立柱建物 (SB10)平面図・柱穴エレベーション図 (1/80)
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第16図  掘立柱建物 (SBll、 SB12)平面図・柱穴エレベーション図 (1/80)
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米田大覚遺跡 遺物観察表 (1) A区
立置 遺糖々 器種 器形名

日径

長さ

底径

幅

岳 浩

iさ 孔イ
重 さ 遺存率 成 整形の特徴 胎上 色 調 焼成 備 考

須恵器 椰へ 1/2 底部回転ヘラ削り後、ロクロ撫で 黒色粒多 淡灰色 一死

須恵器 hヘ 炎褐灰色 雪元敬質 内外面被熱

底部回転ヘラ切り後工具撫で 白色・透明粒少 淡灰色 量元 内外面被熟

1/2 底部回転ヘラ切り後ロクロ撫で 黒色粒多・自色粒 灰色 皇元堅線

須恵器 杯B 1/3 底部回転ヘラ削り 白色粒 01mm 灰色 量元堅緻

須恵器 杯B蓋 (16) 1/5 天丼部回転ヘラ削り後、ロクロ撫で 自色粒 淡褐灰色 一万 内 外面被熟

須恵器 杯B蓋 1/2 天丼部回転ヘラ削り後 ロクロ撫で 黒色粒 黄灰色 一万

須恵器 台付広回壷 (144) ロクロ成形、外面体部下半回転ヘラ削り 緊元堅緻

須恵器 鍋 カキメ 班い褐灰也 壁元軟質

土師器 施 内:ヘ ラ磨き 外 :下端～底部ヘラ肖1り 底部糸切り後、肖1り 小石英片 淡黄掲色 Ⅲ外赤彩

土鉦 樽 c 自 黒色粒 淡灰黄色

,B13(SKl13 須恵器 杯A 底部回転ヘラ削り後、ロクロ撫で 白色粒少 淡黄灰色 壁元軟質

,B13(SK03 須恵器 杯A 回転ヘラ削り後ロクロ撫で 白色粒 02mm細 粒多 灰色 避元堅緻

SB13(SK03 土師器 疑 (51) 日縁V4 ロクロ撫で、外面体部カキメ 自色粒微 鈍い灰裾色 外ヽ面スス付着

,B13(SK03 土師器 盟 lB細か金雲母 灰褐色

須恵器 椀か皿 底部回転糸切り 白色粒少 灰色 選元堅級 炭熱によるスス付着

1/4 底部回転ヘラ削り後撫で 自色粒 灰色

,B131SK04 須恵器 杯A 底部回転ヘラ肖」り 白色粒o3mm細粒多 灰色 里元堅緻

19 SB13(SIt04 土師器 褒 口縁1/4 ロクロ撫で 黒色 透明粒 淡黄樹色 勺外面被烈

SB136Kl14 土師器 鍋 (88) ロクロ撫て 自色 透明粒 淡黄自色

SB13(Slt04 土師器 梨 口縁1/8 ロクロ撫で 舌褐色 堕化 角外面スス付着

土師器 裂 内 |ロクロ撫で、外 :ヘ ラ削り、底部回転糸切 り後ヘラ削り 淡灰褐色

土師器 椀へ 1/3 外面回転ヘラ削り後、下部1/3底部手持ち肖1り 内黒底部墨書カ 自色粒 淡褐自色 ,D03・ SD22・ SK03と接合

SB13(SK06 底部回転ヘラ肖1り 黒色細粒 淡褐白色 未選元

,813(SK08 須恵器 杯B蓋 (15) ロクロ撫で 黒色粒 灰色 還元堅緻

須恵器 れヽ 底部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 白色細粒少 淡灰色 遅元

鬱(01 須恵器 杯A ロクロ撫で、底部回転ヘラ切り後工具撫で 黒色粒 又自色 豊元軟質

須恵器 杯A 灰色粒 炎黄白色 村面底部ヘラ記号有 り

須恵器 杯B蓋 頂部回転ヘラ削り 白色粒・黒色粒多 え色 遼元堅緻 卜面墨痕カ

須意器 杯B蓋 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 自色粒 又色 退元堅級

須恵器 杯B 1/2 ロクロ撫で 白色粒 olmm 又色 還元

0(01 須恵器 杯B ロクロ撫で、底部回転ヘラ切り後工具撫で 白色粒 01mm 褐灰色 還元堅緻

須恵器 杯B 底部回転ヘラ削り 自色粒多 東色 還元堅緻

SX0 土師器 甕 口縁1/5 ロクロ撫で 白色細粒 炎歯褐色

土師器 蜜 134 外面体部下半喜Eヘ ラ削り 炎灰黄色 勺外面スス付着

土師器 椀 内黒。内 !ヘ ラ磨き、赤彩 外 :下端～底部ヘラ削り 白色粒 赤褐色

上鍾 (591) 2/3 樽 c 白色細粒 文白色

須恵器 杯B蓋 (27) ロクロ成形 白色粒 天色 還元堅緻 対 外面墨痕

須恵器 瓶 口縁1/6 ロクロ成形 白色粒 又色 還元堅緻 慎瓶か

0(04 土師器 疑 口縁1/10 ロクロ撫で 自色粒微 淡黄褐色 酸化 外面スス付着

須恵器 れヘ 底部回転ヘラ切り 白 黒色粒微 量元

須恵器 杯B ロクロ撫で 灰色 遼元

須意器 杯B蓋 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 白・黒色細粒 灰色 還元

SX07 土師器 甕 口縁ツ5 ロクロ撫で 白 黒色細粒級 曽黄灰色 酸化 スス付着

土師器 EFe (42) 口縁1/10 ロクロ撫で 黒色細粒微 淡赤黄色 酸化

土師器 甕 GO) 口縁1/8 外部頚部以下カキメ 白色粒 灰黄色 酸化 内面スス付着

須恵器 れへ ロクロ撫で、底部回転ヘラ切り後工具撫で 白色粒 灰色 選元堅級

察恵器 杯B蓋 屋元堅緻

土師器 蜜 口綴1/8 体部内外面カキメ 白色粒多 舞褐色 酸化 口縁スス付着

土師器 褻 回縁 ロクロ撫で 白色粒少 淡黄褐色 酸化

土師器 喪 口縁1/8 ロクロ撫で 白 黒色粒少 黄褐色

0(21 土師器 喪 (?5) 口縁1/10 体部内外面カキメ 黒色粒 淡灰黄色

須恵器 れヘ 底部回転ヘラ切 り 白 黒色粒 灰色 一死

須恵器 tTNA 底部回転ヘラ削リヘラ記号 白色粒 天色 射元 る面外面日縁スス付着

須恵器 杯B 白色 711粒多 又色 壁元堅級

須恵器 杯B 底部回転ヘラ切り 黒色粒 淡黄灰色 大質渥元

須意器 杯B 底部回転ヘラ切り後撫で 自色粒少 灰色 璧元堅撤 一破片外面スス付着

須恵器 杯B 底部回転ヘラ切り後撫で 白色粒多 灰色 量元堅緻

SD02 須恵器 杯B蓋 (25) 1/5 慣部回転ヘラ削り 自色粒 灰色 蜜元堅級

上師器 甕 (48) 口縁1/6 ロクロ撫で 自色 透明粒 淡黄自色

土師器 甕 (37) 口縁1/10 ロクロ撫で 褐色・透明粒 褒黄褐色

土師器 甕 (55) 唆黄褐色 口縁被熱

土師器 雲 コ縁フ 10 ロクロ撫で 自 黒色粒 黄褐色

土師器 嚢 (25) コ縁1/10 ロクロ撫で 自・灰色粒 灰黄色

須恵器 杯B菩 (30) 1/3 頂部回転ヘラ肖1り 後ロクロ撫で 白色 透明粒 淡黄色 未運元

須恵器 杯B 60 1/2 底部回転ヘラ切 り後撫で 白 黒色粒 灰色 騒元堅緻

土師器 喪 口縁1/3 ロクロ撫で体部外面ロクロ撫て 黒色細粒 灰黄色

SD05 土師器 小型甕 (60) 体部1/3 体部外面～底部削 り、内面ロクロ撫で 白 黒色粒 唆黄褐色 被熱によるスス付着

土師器 褒 口縁1/8 ロクロ撫で 黒色細粒 唆赤褐色

須恵器 杯B 底部回転ヘラ切 り後ロクロ撫で 白色I~01mm細粒 灰色 一死

須意器 杯B蓋 1/6 ロクロ撫で 自色村 灰色 里元堅級 外面スス付着

須恵器 杯A 3/5 底部回転ヘラ切り後工具調整 白色地 灰色 皇元堅徹 内外面被熱による黒色

土師器 衰 (30) 口縁1/10 ロクロ撫て 自色粒 01mm多 炎黄褐色 還元 内面被熟による黒色

土錘 (600) 1/2 寸胴 c 灰色粒少 鷺自色

土師器 褒 口縁1/8 ロクロ撫で 透明粒 炎黄自色

土師器 蜜 (30) 口縁 ロクロ撫で 体部外面カキメ 黒色粒微 章褐色

土師器 甕 自色粒 炎黄自色

1/3 底面回転ヘラ削り 自色粒 疋色 一万

須憲器 杯B蓄 (23) 1/2 頂部回転へ,削 り後ロクロ撫で 白色粒 o4mm 疋色 選元堅緻 内面墨痕 (転用硯 )

±1市器 椀 (35) 1/6 赤彩 自色粒 黄褐色

土師器 型 口縁 た苦有
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佐置 遺構々 器種 器形名
口径

長さ

底径

I幅

堂 さ 選存率 成 整形の特徴 胎土 色調 燒 成 備  考

須恵器 杯A 底面回転ヘラ切り後撫て 自色粒 又色 量元 外面スス付着

SD23 須恵器 杯B 底面回転ヘラ削り後工具撫で 自色粒多 曽灰色 運元堅級

土師器 甕 (50) 底部 底部ヘラ肖1り 白色粒 淡灰黄色 酸化

土師器 喪 口縁1/8 ロクロ撫で 白 黒色粒少 淡灰黄色 酸化

須恵器 短頸壷 ロクロ成形、内面カキメ 天色 運元堅級

須恵器 杯B蓋 (16) 頂部回転ヘラ削り 黒色粒多 一万

SB14(P98) 須恵器 杯B 底面ヘラ切 り後撫で 自色・透明粒多 淡灰色 量元軟質

dB15(P87) 須恵器 杯B蓋 (188) 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 白色細粒 灰色 還元

】B16(Pl16) 土師器 衰 口縁1/4 ロクロ撫で 白色細粒 屯い灰黄色 酸化 スス付着

,B16(P128) 須恵器 杯B /2 底面回転ヘラ削り後撫で 透明粒 え黄色 未選元 スス付着

須恵器 TNA (28) 底面回転ヘラ切り後撫で 又色 還元

須忘器 杯B蓋 (15) 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 白色粒多 量元堅緻

須意器 杯B 底面ヘラ切 り後撫で 自色粒 曽灰色 量元堅緻

須恵器 杯B蓋 (162) 頂部回転ヘラ削り 白色 黒色粒多 天色 還元

P150 須恵器 杯B蓋 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 自色粒 01mm 又色 選元堅撤

土錘 (470) /8 樽 c 自・黒色粒 黄灰色 酸化

土師器 褒 (65) 口縁V8 ロクロ撫で 炎灰褐色 全体にスス付着

須恵器 IINB蓋 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で え色 一万

土師器 甕 回縁VS ロクロ撫で 白色 透明粒 炎黄褐色

包含層 土師器 変 ロクロ撫で 白 灰色粒 炎黄褐色

包含層 土師器 衰 (55) 口縁1/5 透明粒 雲母片 黄褐色

包含層 土師器 褒 (63) 口縁1/8 ロクロ撫で、体部外面カキメ 黒色 白色粒 黄褐色

包含層 土師器 衰 口縁1/8 ロクロ撫で、体部内外面カキメ 自 灰色粒 黄褐色

包含層 須恵器 れ∝ 70 35 外底面ヘラ削り 鈍い黄灰色 未還元 口縁内外面スス付着

包含層 須歳器 杯A 外底面ヘラ削り後撫で 白 黒色粒 匂灰色 一万

包含層 須意器 価ヘ 底面回転ヘラ削り後工具撫で 白色粒少 炎自灰色 量元

包含層 須恵器 杯A 底面回転ヘラ肖1り 後工具撫て 黒色粒少 自灰色 還元

包含層 須恵器 れへ 3/5 底面回転ヘラ肖Jり 後工具撫で 白色粒微 白灰色 遅元

包含層 須恵器 椀 80 30 1/3 外底面ヘラ切 り後撫で 白色粒少 え色 遇元

包含層 須恵器 杯B蓋 外面回転ヘラ削り後撫で 黒色粒多 白灰色 遅元堅級

包含層 須恵器 杯B蓋 頂部回転ヘラ削り後撫で 又色 運元堅級

包含層 須恵器 杯B蓋 1/4 頂部回転ヘラ削り後撫で 自色粒少 又色 量元堅緻 村面墨痕 (転用硯 )

包含層 須恵器 杯B蓋 頂部回転ヘラ削り後撫で 白色・透明粒 屯い黄灰色 未避元

包含層 須恵器 杯B蓋 外面回転ヘラ削り 自・黒色粒 黄灰色 未選元

包含層 須恵器 杯B蓋 外面回転ヘラ削り 黒色粒多 疋色 還元堅緻

包含層 須恵器 杯B蓋 外面回転ヘラ削り後撫で 自色粒少 灰色 還元堅級

包含層 須恵器 杯B蓋 回転ヘラ削り後、ロクロ撫で 暗灰色 還元堅緻

包含層 1/3 底部回転ヘラ切り後撫で 自 黒色粒 灰色 屋元堅4Tk

包含層 須意器 杯B 底部回転ヘラ切 り後撫で 黒色粒 黄灰色 量元

包含層 須恵器 杯B 底部回転ヘラ削り 白色粒多 灰色 還元 ■面退元後一部酸化

包含層 須恵器 杯B (114) (60) 底部1/8 ロクロ成形 白 黒色粒多 灰色 選元堅緻

包含層 須恵器 杯B ロクロ成形 黒色粒多 灰色 量元堅緻 霊部焼き膨れによる割Hl

包含層 須恵器 杯B (110) 底部回転ヘラ切り 灰色 選元堅縁 尭き歪み

包含層 底部回転ヘラ切 り後、ロクロ撫で 選元堅徹

包含層 底部1/8 底部回転ヘラ切り 自 黒色粒 灰褐色 昌元堅緻

包含層 須恵器 杯B 底部回転ヘラ切り後 ロクロ撫で 白色粒多 暗灰色 選元堅緻

包含層 須恵器 杯B 底部回転ヘラ削り、外面沈線 黒色粒少 灰色 勺外面スス付着

包含層 須恵器 壷蓋 (25) ロクロ成形 黒色粒多 灰色 選元堅級

包含層 須恵器 短躾霊 e5) 1/4 コクロ成形 黒色粒多 灰色 量元堅緻

包含層 須恵器 短頸壷 (80) 体部1/3 ロクロ成形 黒色粒 灰色 選元堅緻 完き歪み

包含層 須恵器 高杯 脚部4/5 ロクロ成形 自色粒 淡費自色 却部のみ

包含層 須恵器 双耳瓶 肩部l� ロクロ成形 自・黒色地 灰色 量元堅緻

包含層 須恵器 ai 体部 体部下半～底部回転ヘラ削り 白 黒色粒多 灰色 量元堅級 本部上半自然釉

包含層 須恵器 壷 体部1/2 ロクロ成形、底部内面指押え痕 自 黒色粒 灰色 登元堅撤

包含層 須恵器 甕 (6妙 口縁ユ/7 ロクロ成形 白 黒色粒 暗灰色 壁元堅緻

包含層 須恵器 甕 日縁1/7 ロクロ成形 黒色疵 暗灰色 里元堅徹

包含層 上師器 皿 外底部回転糸切り、体部下半削り他ロクロ撫で 鈍い黄灰色 匈外面被熱

包含層 底部のみ 外面底部回転糸切り後ロクロ撫で 黄褐色

包含層 土師器 皿B 底部のみ 外面底部回転糸切り後ロクロ撫て 白色細粒極少 暗黄褐色 勺画ミガキか

包含層 土師器 皿B 底部のカ 外面底部回転糸切り後ロクロ撫で 自色細粒少 淡黄灰色

包含層 土師器 皿B 底部のみ 外面底部回転糸切り後撫で 自色細粒 灰色細粒少 淡灰黄色

包含層 土師器 梅ヽ 外面ヘラ磨と、底部糸切り後削り、内面ロクロ撫で 自色粒 淡黄褐色 内黒

包含層 土師器 甕 口縁1/7 ロクロ成形 自色粒 淡黄灰色

包含層 土師器 蜜 130 口縁1/5 ロクロ成形 白・黒色粒少 淡黄灰色 外面はく落

包含層 土師器 顕 口縁フ4 ロクロ成形 白色粒 黄灰色 内外面スス付着

包含層 土師器 甕 口縁1/8 ロクロ成形 自 黒色粒 驚灰色 回縁スス付着

包含層 土師器 甕 口縁1/8 ロクロ成形、外面体部カキメ 白色細粒 赤黄色 口縁スス付着

包含層 土師器 蓋 自 黒色細粒 淡黄褐色 赤彩、高杯カ

包含層 土鍾 6/7 種 b 白 灰色粒 淡黄白色

包含層 土錘 完形 樽 c 黒色粒、雲母片 淡黄灰色

包含層 土鍾 を
万 樽 c 灰色粒多 淡黄灰色

包含層 土 錘 樽 a 黒色細粒 淡黄褐色

付ホし状未製品 ケヤキ

斉串 スギ?

斉串 スギ

SEO 斉串 完形 スギ

斉串 完形 スギ

斉串 を
万 スギ

スギ

完形

SEO 完形 スギ

木製品 表面磨き 片面に線刻あり、下部の棒状部欠損 ケヤキ
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佐置 選構々 器種 器形名
口径 底径 器

重 さ 週存率 成・整形の特徴 胎土 色調 焼成 備  考
長さ 幅

木製品 不明 部分欠損 ケヤキ

刀形木製品 不 明 上下部欠損 スギ

下駄 (210) 3/5 スギ

包含層 石帯 (巡方 ) 完形 黒色

包含層 緑釉陶器 (13) 底部のみ 底部糸切り 淡黄白色 淡緑色

田大 2 B

立置・遺構4 器種 器形名 重 さ 遺存率 成 整形の特徴 胎土 色調 Fi 考
幅

土錘 完形 縛 c 白色 透明粒 黄褐色

須恵器 杯B 1/3 底部回転ヘラ切削り 自 黒色粒 灰色 窒元堅緻

SD01 須恵器 杯B 1/8 底部回転ヘラ削り 白 黒色粒 災灰色 壁元堅緻 断面にスス付着

須恵器 杯B蓋 (123) (20) 頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で 自色粒 疋色 壁元堅撤 内面転用硯

灰色粒 屯い灰黄色 一死 口縁外部にスス付着

底部回転ヘラ肖Jり 疋自色 選元軟質

須恵器 れヽ 1/4 底部回転ヘラ肖」り 黒色村 疋養色 攻質濠元

SD08 須恵器 杯B蓋 1/7 回転ヘラ切 り後、ロクロ撫で 自色・透明釉 笥灰色 量元堅緻

須恵器 杯B 回転ヘラ切り後 ロクロ撫で 自色粒 疋色 選元堅緻

須恵器 杯B 回転ヘラ切り 白色粒 庶色 選元堅徹

須恵器 杯B ロクロ撫で後、工具調髪 白色粒 疋色 量元堅緻

回転ヘラ切り後 ヘラ削 り 白・黒色粒少 東色 還元堅徹 外底部に丸く墨痕

上師器 IBA ロクロ撫で、底部回転糸切 り 黒色粒 炎赤黄色 内外面赤彩 外面被熱

土師器 甕 口縁これ ロクロ撫で 屯い灰黄色

土師器 甕 (40) 日縁V8 口縁ロクロ撫で、体部カキメ 白色・透明粒 炎黄褐色

土師器 鍋 (35) 内面 外面上半部ロクロ撫で、下半部カキメ 白色粒 炎灰黄色

土師器 鍋 (75) 1/8 内面カキメ、外面口縁ロクロ撫で体部ヘラ削り 自色粒 屯い灰黄色

土師器 甕 白色粒少 屯い灰黄色

土師器 甕 口縁1/7 内面 外面上半部ロクロ撫で、下半部カキメ 炎灰黄色

土師器 柩 2/3 回転糸切り後、ヘラ削り

土師器 椀 (37) 1/3 内面 外面上半部ロクロ撫で、下半部撫て 白色粒 赤黄色 外ヽ面赤彩

須恵器 Iれヽ 底部回転ヘラ切り後、工具調整 黒色粒少 疋色 昌元堅緻

須恵器 杯B 底部回転ヘラ切り後撫で 透明粒少 屯い黄灰色 未還元 村外面被黙

土師器 甕 230 口縁1/8 ロクロ撫で 黒色粒少 炎灰黄色

土鈍 樺 c 灰 黒色粒 炎褐自色

須恵器 IINA 1/7 底部回転ヘラ切り 庶色 景元 堅緻

須恵器 材玉 1/2 底部回転ヘラ切り後、工具調整 白色 透明粒 炎黄灰色 欧質選元

土師器 甕 曰縁1/9 ロクロ撫で 自色 透明粒 炎灰黄色 口縁外面にスス付着

須恵器 hヽ 底部回転ヘラ切 り後、工具調整 自色粒 炎黄灰色 欧質選元

須恵器 涌∝ 底部回転ヘラ切 り 透明粒 黄橙色 未選元

須恵器 杯A 回転ヘラ切 り後撫で 自色粒多 更色 還元堅緻

須恵器 杯B 頂部回転ヘラ削り後撫で 天色 選元堅緻 口縁内外部にスス付着

土師器 甕 口縁1/8 ロクロ撫で 地い黄褐色

土師器 甕 (4α ) 日縁1/7 体部外画カキメ 白色粒少 黄灰色

須恵器 hへ 底部回転ヘラ切り後、工具調整 黒色粒少 文色 選元堅撤 勺面スス付着

土師器 椀 (32) 1/5 ロクロ撫で 自色細粒 黒色 全体にスス付着

土師器 挽 ヽ ロクロ撫で、体部下半～底部ヘラ削り 白色粒多 黒色細池 赤褐色 勺外面赤彩

須恵器 品ヘ 底部回転ヘラ切り後、工具調整 気泡小孔多・黒色粒 天色 一死

須恵器 杯B大 回転ヘラ切り 白色粒多 又色 蓋元堅細

土師器 梅 気 3/4 回転糸切り 赤 灰色粒 炎黄褐色

土鍾 樽 a 自色組粒 黄灰色

土師器 甕 外面ウ肖Iり 、内面ロクロ撫で 自色粒少 黒色粒少 竜い淡灰黄色

土錘 樽 c 灰色粒 淡褐自色

ロクロ撫で 底部工具整形 自色 透明粒 淡黄褐色 土師質

SB18(P621 土師器 鍋 口縁1/1( カキメ 白・黒色粒 淡黄色 内外面スス付着

包含層 須恵器 杯B 1/2 回転ヘラ切 り後 ロクロ撫で 霊元 壼部内面使用による磨耗

包含層 須恵器 杯B蓋 126 (11) 回転ヘラ肖Iり り後、ロクロ撫で 白色粒少 天黄色 賦用硯 (墨痕 )

包含層 土師器 甕 曰縁1/8 ロクロ撫で 黒色粒少 猛い灰黄色

包含層 土師器 甕 口縁1/8 ロクロ撫で 自色,透明粒多 黄褐色

須恵器 杯B 底部回転ヘラ切 り 白色粒 灰色 盛元堅徹

包含層 土師器 蜜 自色粒・黒色粒 淡黄色

)B14(P31) 須意器 瓶 外 :カ キメ 臀灰色 砥元堅級

包含層 土師器 4LA (20) 底部回転糸切 り 白色粒 地い黄灰色 外面～底部スス付着

包含層 土師器 甕 (70) ロクロ撫で 自色粒少 淡灰黄色 口縁外面にスス付着

包含層 土師器 喪 (216) 口縁1/1( ロクロ撫で 黒色粒 淡灰黄色 外面にスス付着

包含層 土師器 鍋

“

3) 口縁1/1( ロクロ撫で 白 黒色粒 淡禍色

包含層 須恵器 杯B蓋 ロクロ撫で 黒色粒 灰色 電元堅徹 外面釉薬

包含層 須恵器 杯B蓋 回転ヘラ切り後 ロクロ憮で 口縁全て欠 白色粒 灰色 電元堅緻 ヘラ記号「XJ、 転用硯

包含層 頂部回転ヘラ削り、日縁全て欠 白色粒多 瞥灰色 曇元堅緻

包含層 須恵器 杯B蓋 1/3 ロクロ撫で 白色粒 白灰色 電元 F_用硯(墨痕)スス付着

包含層 須恵器 杯B蓋 完形 回転ヘラ削り 自色粒 灰色 亀元堅緻

包含層 須恵器 杯B 1/2 回転ヘラ切 り 白色粒多 暗灰色 電元堅級 焼き歪み

包含層 須恵器 杯B ロクロ撫で 自 黒色粒 灰色 電元堅緻

包含層 須恵器 杯B 底部ヘラ肖Jり 後ロクロ撫で 自色粒 内 :褐色 一死

包含層 1/3 底部ヘラ削り 白色粒 黒色粒多 灰 色 電元堅級

包含層 須恵器 壷蓋 頂部回転ヘラ削 り 白色粒密 暗灰色 電元堅緻 つまみ欠損

包含層 須恵器 壷蓋 4/5 頂部回転ヘラ肖1り 自色粒多 灰色 璧元堅級

包含煽 須恵器 壷蓋 1/5 頂部回転ヘラ削り 黒色粒 灰色 里元堅緻

包含層 須恵器 甕 (260) 肩郡1/4 ロクロ成形 自色疵 灰色 量元堅緻

包含層 土師器 甕 1/10 ロクロ撫で、外面体部下半ヘラ削り 自色粒徹 淡黄褐色 スス付着

包含層 土師器 甕 口縁1/5 ロクロ成形 自色粒 淡黄色

包含層 土師器 変 ロクロ撫で、外面体部カキメ 自色 透明粒 淡褐黄色

包含層 上師器 甕 口縁ツ8 ロクロ成形 白色粒少 唆黄色
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立置 過構 4 器種 器形名
日径

長さ

底径

幅

呂 膚

どさ孔t
選存率 成 整形の特徴 胎上 色調 焼成 備  考

包含層 上師器 甕 口縁1/8 ロクロ成形 白 黒色粒少 炎黄色

包含層 土師器 翼 内面～外面上部ロクロ撫で、下部ヘラ削り底部回|‐糸t7」 り 白色 透明粒多 炎黄色

包含層 土師器 衰 内 :ロ クロ撫で、外 :ヘ ラ削り 白 黒色粒少 炎黄褐色 スス付着

包含層 土師器 蓑 ロクロ撫で 体部外部カキメ 白色粒 炎黄色 コなし

包含層 土師器 鍋 ロクロ撫で 内面体部カキメ 益明粒級 炎灰黄色

79 包含層 土師器 鍋 (380) (52) 口縁1/4 内:カ キメ 白色 透明粒 炎黄灰色

包含眉 土鍾 31 寸月同b 白色 透明粒 炎黄灰色

包合層 土鍾 完形 樽 a 自色 透明細粒 炎黄灰色

包含層 土鍾 ほぼ完形 自 黒色粒 暗黄灰色

包含層 土鍾 樺 c 炎黄灰色

包含層 土錘 39 完形 樺 c

包含層 上鍾 寸狙同b 白色 透明粒 炎黄白色 酸化

包含層 土錘 樺 c 自色 灰色粒 淡黄褐色 酸化

●L含層 土錘 完形 樽 C 白色粒03mm透 明粒 炎黄灰色 酸化

包含層 土鍾 ほぼ完形 樽 a 白色細粒 黄灰色 酸化

包含層 石帯 (丸節) ほぼ完形 黒色

包含層 磨製石斧 蛇紋岩

米田大覚遺跡 遺物観察表 (3) C区
立置 遭構 4 器種 器形名

口径

長さ

底径

幅

吊 繭

!さ 孔そ
重 さ 遺存率 成・ 整形の特徴 胎土 色調 焼 成 備  考

上師器 椀A 底部 回転糸切り 内黒 白色粒 天桐色 酸化

SE02 須恵器 イA (119) G2) 1/2 回転ヘラ切り 自色細粒多 菅灰色 還元堅緻

須意器 るへ (113) /8 回転ヘラ切 り 一万

須恵器 イB (126) (64) /8 回転ヘラ切り 白色粒 灰色 量元堅級

須恵器 lTNB (112) 回転ヘラ切り 自色粒 黒色粒 店灰色 還元堅緻

須恵器 蓋 (32) 回転ヘラ削り 自色粒多 青灰色 運元堅級

須意器 蓋 白色細粒多 暗灰色 遼元堅緻

須恵器 褻 胴部片 内 :同心円当て具、外 :平行ロロき十カキロ 細かな白色粒 又色 還元堅級

SE02 須恵器 喪 胴部片 内 :同心円晋て具、外 :平行叩き+カキロ 来色 遇元堅緻

須恵器 瓶 胴部片 ロクロ成形 細かな白色粒多 屋元堅緻 断面セ ピア角

須恵器 横瓶 胴部片 閉塞部 白色粒 灰色 避元堅緻

上製品 土錘 管状土錘 相細か金雲母 灰褐色 酸化

完形 周辺を打ち欠く 黒色細粒多 え色 還元堅緻 転用駒

斎 串 頭部に御幣を挟む刻みが残る。 樹木名 i杉

斎 串 一
死 頭部に御幣を挟む刻みが残る。 樹木名 :杉

斎 串 完形 頭部に御幣を挟む刻みが残る。 樹木名 :杉

SE02 斎串 頭部欠損 頭部に御幣を挟む刻みが残る

斎 串 (73) 19 部分 頭部に御幣を挟む刻みが残る.

斎串 部分 先端部

斎串 部分 先端部

用途不明 部分 板状

横板 1/2 当初縦板としたが切り込みが見られ横板とした。

曲物 底板 (230) 1/2 木釘昆は見当たらない。

SE02 由物 底板 周囲に木釘が残る.

曲物 底板 部分 樹木名 :杉

土師器 椀 A (10) 底部 回転糸切 り 白色粒 黄褐色 酸化

内外赤彩 回転糸切り 体部外面ヘラ肖1り後ロクロ猟で 細かな自色 透明粒 黄褐色 酸化

上師器 税A 内外赤形 回転系切り 白色粒 黄褐色 酸化

須恵器 イA (108) (35) 1/6 ロクロ成形 ズ色 還元

須恵器 蓋 (122) (20) 1/4 ロクロ成形 叉色 景元

SE03 須恵器 蓋 (13) 納み ロクロ成形 扁平紐 白色粒 天色 量元 勺画墨痕 (転用硯 )

須恵器 疑 頸部片 内 :日心円当て具、外 :カ キロ 自 灰色粒 天色 還元

棒状木製品 (280) 部分 断面痛平な円形を呈する棒状の木製品

斎 手 頭部に御幣を狭む刻みが残る。

斎 串 頭部に御幣を挟む刀みが残る。

36 須恵器 イA 完形 底部回転ヘラ切り 青灰色 選元

須恵器 イA 30 1/2 底部回転ヘラ切り後撫で 量元堅徹

SD26 須恵器 イA (1 0) 1/3 底部回転ヘラ切り 自色 透明粒 白灰色 選元

須恵器 ITB 4/5 底部回転ヘラ切り 自色粒、細粒多 曽青灰色 還元

須恵器 イB 3/4 底部回転ヘラ切り後ロクロナデ 白色角粒o5mm細 粒多 ズ色 選元

底部回転ヘラ切り後ロクロナデ 白色細粒多 東色 選元

底部回転ヘラ切 り 白色粒 又色 選元堅緻

須恵器 然B 底部回転ヘラ切り、内底部ナデ 自色粒 貢黄色 遅元

44 SD26 須恵器 イB (116) 1/2 底部回転ヘラ切 り、内外自然釉付着 自 黒色粒 死色 還元堅緻

須恵器 不B (122) (75) 1/2 底部回転ヘラ切り 白,黒色対 貢色 運元堅緻

須恵器 郎B 低部3/コ 底部回転ヘラ切り、後ロクロナデ 自色粒黒色粒多火膨れ 疋色 量元堅綴

須恵器 lTNB (151) (98) 底部回転ヘラ切り 自色粒 01mm多 青灰色

須恵器 蓋 (15) 価みは扁平な擬宝珠 白 黒色粒 疋色 遅元堅級

須恵器 蓋 完形 天丼部回転ヘラ削り 内部は滑沢となり堅痕顕著で 自色細粒多 青灰色 選元堅級 云用硯

SD26 須意器 蓋 天丼部回転ヘラ削り 摘みは擬宝珠 自色粒 R黄色 遇元

須恵器 蓋 (23) 天丼部回転ヘラ尚1り 後ナデ 自,黒色粒 疋色 運元

須恵器 鉢 肩部片 カキロ 自色粒 黄灰色 遅元

須恵器 鉢 胴部片 胴部下端手持ちヘラ削り 黄灰色 透元

須恵器 瓶 (33) 頸部片 ロクロ成形 白色粒、黒色細粒多 灰色 量元堅緻

須恵器 瓶 (62) 肩部片 ロクロ成形。 自色粒 暗灰色

須恵器 瓶 (78) 肩部1/珀 ロクロ成形。肩～胴部に沈線力当本巡る。 白色 黒色細粒多 灰色 遼元堅緻

須意器 短頸壷 ロクロ成形。肩が丸くなるタイプ。 黒 白色細粒多黒色ガラス質粒 灰色 還元堅緻

須憲器 瓶 接地面の少ないタイプ。 白 黒色粒多 灰色 盛元堅級

土師器 小型変 底部 底部は丸く納める。内 |ナデ、外 :ヘ ラ肖1り 。 自 透明粒 鈍い黄橙色
'次

焼成により表面はじける

須恵器 褒 胴部片 内 :同心円当て具、外 :平行叩と 黒色細粒多 灰色 選元堅緻

須恵器 誕 胴部片 内 i同心円当て具 外 :平行叩き 白 黒色粒多 灰色 盈元堅叙
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立置 遺樹々 器種・器形名
口径

長さ

底径

幅

濃 漏

:さ ▼†
重 さ 遺存率 成 整形の特徴 胎土 色調 焼成 備 考

須恵器 衰 胴部片 内 :同心円当て具、外 :平行叩き 黒色粒 (ガ ラス質 ) 又色 還元堅緻

須煮器 空 1同部片 内 :同心円当て具 外 :平行叩き 白 黒色粒 天色 還元堅級

土製品 土錘 孔径12 1/1 管状土錘 相細か透明粒 屯い黄禍色

土製品 土錘 40 孔径15 省状土錘 相細か atい黄褐色

土製品 土錘 管状土錘 相細か れい黄協色 変化堅緻

67 須憲器 メンコ 周囲を打ち欠き後研磨 灰色 還元 転用駒

SD26付 近 須恵器 jIFNB 1/2 底部回転ヘラ切り 青灰色 選元堅緻

SD26付近 須葱器 然B (113) 底部回転ヘラ切 り 白色細粒多 灰色 選元

SD26付近 須恵器 基 (125) 天丼回転ヘラ LDり 、鉗は扁平な擬宝珠 白色細池 灰色

SD28付近 土師器 椀ヘ (123) 底部静止糸切り、下端手持ちヘラ削り。内外赤彩 灰色 透明粒

SD28付 近 須恵器 'れヽ 3/5 底部回転ヘラ切り 炎い灰白色 一九

SD28付 近 須恵器 lINB 4/5 底部回転ヘラ切 り 灰色 一万

(192) 1/3 灯明用。底部回転ヘラ切り 白色粒 02mm 奇灰色 壁元堅緻

(134) (29) 口縁部片 天丼回転ヘラ削り 細かな白色粒 凋るい灰色 一死

SD28付近 上師器 喪 口縁部片 ロクロ成形。 自色粒 え褐色

SD28付 近 上師器 甕 口縁部片 ロクロ成形。胴部カキロ 自色・透明粒

SD28付逝 土師器 小型寮 (103) ロクロ成形。下端手持ちヘラ肖1り 、外部煤付着。 細かな白色粒、海綿骨針

SD28付 近 須恵器 襲 肩部 内 :同心円当て具、外 :平行叩き+カキロ 白 黒色粒ガラス質 疋色 量元堅撤

SD28付 近 須恵器 瓶 (86) 1縁～頸言 Tロ クロ成形 長頸壷 細かな白色粒 還元堅緻

SD28付近 須煮器 瓶 胴部片 内:カ キロ、外:平行叩き 自色粒 01mm 庶色 達元堅繊

須恵器 rTNA (120) (74) 1/5 底部回転ヘラ切り ン,レ ト 死色 還元

須恵器 昴へ (120) 宣部回転ヘラ切 り 白色粒 文色 一万

SD29 須恵器 不B 底部 底部回転ヘラ切り 白色粒多 え色 量元

須恵器 lT・ B (146) 大振りのrTN。底部回転ヘラ切り 自色組粒

須恵器 蓋 口縁部片 天丼回転ヘラ切り後ナデ 灰色 窒元堅緻

須恵器 蓋 (126) (18) 口縁部片 天丼回転ヘラ切 り後ナデ。 白色細粒 にぶい褐色 k還元

須意器 蓋 1/2 天丼回転ヘラ切り後ナデ。lalは扁平な疑宝殊 白色細村 にぶい褐色 【還元

須恵器 甕 内 :同心円当て具、外〔平行 H口 き+カキロ 白 黒色細粒多 灰色 甦元堅緻

SD29付近 須恵器 」TNA 底部回転ヘラ切り後ナデ。内底部ナデ 自色細粒 k還元

SD29付近 須恵器 イA 灯明用。底部回転ヘラ切り 白色細粒 驚灰色 運ヽ元

SD29付 近 須恵器 皐ヘ 外体部線刻「||||IJ。底部回転ヘラ切り 白色地 歯灰色 末還元

SD29付 近 須恵器 邸B ほぼ完形 底部回転ヘラ切 り 灰色 竪元堅緻

SD29付 近 ほぼ完形 底部回転ヘラ切 り 白色細粒多 暗灰色 壁元堅撤

須慮器 」TNB ほぼ完形 底部回転ヘラ切り 自色細粒多 暗灰色 騒元堅緻

SD29付 近 須恵器 17NB 底部回転ヘラ切り後ナデ。内底部ナデ 白色細粒 灰色 量元堅級

SD29付 近 須志器 イB ほぼ完形 底部回転ヘラ切 り 白色細粒 量元堅緻

SD29付 逝 須恵器 不B (142) 大振りのイ。底部回転ヘラ切り 白色細粒多 青灰色

SD29付 近 須恵器 蓋 (17) 口縁部片 天丼回転ヘラ切り後ナデ。 青灰色 避元堅緻

SD29付近 須恵器 蓋 (19) 口縁部片 端部は屈折する短頻霊の蓋。天丼回転ヘラ切り 黒色細粒 灰色 選元堅緻

SD29付近 須恵器 蓋 天丼回転ヘラ切り後ナデ。舞は扁平な擬宝珠 白色粒 黄灰色 未選元

SD29付 近 須恵器 蓋 (148) 天丼回転ヘラ切り後ナデ。鉗は擁宝珠 白色細粒多 青灰色 選元堅緻

SD29付 近 須恵器 椀 (コ ップ型) (98) (541 底部回転糸切 り。 襴細かでわずかな白黒色細粒 貢色 避元堅緻 k膨れ多、枡カ

SD29付 近 土師器 小型甕 底部 下端～底部手持ちヘラ削り 自 灰 透明粒 黄褐色

SD29付 近 土師器 小型疑 底部 下端～底部手持ちヘラ削り 自色 灰色粒多 箕褐色 首変化

SD29付近 須恵器 寮 胴部片 内 :日心円当て具、外 :格子目叩き 又色 選元堅級

SD29付 近 須恵器 頚 (70 胴部片 内 :同心円当て具 外 :格子目叩き 灰色 還元堅緻

包含層 (124) 底部回転ヘラ切 り 白色細地 灰褐色 未還元 内外被熟

包含層 土師器 椀A 1/2 内部煤付着、回転糸切り 自色粒 灰褐色

包含層 土師器 小型甕 (13) 海綿骨針 黄褐色

包含層 土師器 椀軋 底部 回転糸切 り 自色細粒 隆褐色

包含眉 土師器 椀A 底部 回転糸切 り 自色 透明粒 灰褐色

包含層 土師器 椀A 1/2 内 iヘラ磨き、外 1下端～底部手持ちヘラ削り、墨書カ 黄褐色(赤率 撰/ヒ 内外赤彩

包含層 土師器 椀A (49) 口縁部片 内黒。ロクロ成形 淡黄褐色

包含屈 上師器 椀A (39) 口縁部片 内黒。ロクロ成形 角閃石 淡黄褐色

包含層 上師器 椀A (15) 底部 内黒。内:ヘラ磨き 外 :下端～底部手持ちヘラ削り 自色村 災黄褐色

包含層 土師器 椀A 底部 内黒。内:ヘラ磨き、外:下端～底部手持ちヘラ削り 自色シル ト粒海綿骨針 充黄褐色

包含層 土師器 椀ヽ (137) 2次焼成により黒色化、回転糸切 り 海綿骨針 音灰色

包含層 須恵器 不A 底部回転ヘラ切 り 白色粒 野灰色

包含層 須恵器 イ A 2/3 箱型。底部回転ヘラ切り 細かな白色粒 棄色 遼元

包含層 須恵器 イA /3 底部回転ヘラ切り こぶい橙色 未還元

包含層 須意器 イA (79) /4 底部回転ヘラ切り 黄灰色 未選元

包含層 須意器 JITNA (186) (76) 底部回転ヘラ切 り 自色粒 藍灰色 選元堅級

包含層 須恵器 lTNA 4) 箱型。底部回転ヘラ切り 自色細粒多 え色 曇元堅級

包含層 須恵器 杯A 21 崎型。底部回転ヘラ切り 白色粒 シル ト え褐色 k選元

包含層 土師器 椀B (24) 底部 内外赤彩。底部回転ヘラ削り 透明粒多 黄褐色

包含層 須恵器 杯 B /3 灯明用。底部回転ヘラ切り 白色粒

包含層 須恵器 FTNB /4 底部回転ヘラ切り 白色粒・黒色噴出 青灰色 盈元堅徹

包含層 須恵器 ITN B /3 底部回転ヘラ切 り 白色粒 灰色 甦元堅緻

包含層 須恵器 lTN B /2 底部回転ヘラ切 り 白色粒 暗灰色 甦元堅緻

包含層 須恵器 ネ B 46 歪みが大きい。底部回転ヘラ切り 白色粒多 暗灰色 電元堅級 灯明用

包含層 須意器 然 B (110) (70) 1/3 底部回転ヘラ切り 自色細粒 暗灰色 里元堅級

包含層 須意器 杯 B (146) (83) 底部回転ヘラ切り 白色粒 青灰色 里元堅徹

包含層 須恵器 rTNB (170) (95) 大振りの郎、底部回転ヘラ切り 自色壮 灰色 緊元

包含層 須恵器 イ B (148) (74) 大振りのイ 底部回転ヘラ切り 白色粒 05mm 謄灰色 壁元堅撤

包含層 須恵器 イ B (156) 1/2 大振りのITN、 底部回転ヘラ切り 自色粒 青灰色 騒元堅緻

包含層 須恵器 イ B 4/5 大振 りのlTN、 底部回転ヘラ切 り 白色粒 灰色 避元

包含層 上師器 蓋力高杯 (16) 口縁部片 内外赤彩 ヘラ磨き。 灰色・海綿骨針 黄褐色彩橙進

包含層 土師器 蓋力高杯 (202) (18) 口縁部片 内外赤彩・ヘラ磨き。 灰色 白色粒 黄褐色橙色

包含層 須恵器 蓋 ほぼ完形 天丼回転ヘラ削り。鉦は扁平な擁宝珠 白色粒 黒色噴出多 黄灰色 還元

包含層 須恵器 蓋 (120) 天丼回転ヘラ肖Jり 。鉗は扁平な擬宝珠 白色粒 黄灰色 選元

包含層 須恵器 蓋 (120) 天丼回転ヘラ肖1り後ナデ。鉦は扁平な擬宝珠 白色粒 灰 色 量元堅緻

包含層 須恵器 蓋 ほぼ完形 天丼回転ヘラ肖1り後ナデ。鉦は扁平な疑宝珠。 疋色 芍面滑沢、墨痕転用硯
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長 さ

底径

幅
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重 さ 遺存率 成 整形の特徴 胎土 色調 焼成 備 考

包含層 須恵器 蓋 (120) 天丼回転ヘラ削り後ナデ。艶は扁平な擬宝珠。 細かな白色粒 青灰色 壁元堅徹 内面滑沢、墨痕転用槻

包含層 須恵器 蓋 (130) 1/3 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は扁平な擬宝珠。 細かな白色粒 灰色 一死 内面滑沢、墨痕転用税

包含層 須恵器 蓋 体都片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉛は痛平な擬宝珠。 白色粒 堅元堅緻

包含層 須恵器 蓋 体部片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は痛平な擬宝珠。 自色粒 灰色 一死 転用硯

包含層 須恵器 蓋 体部片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は扁平な擁宝珠. 白色大粒 03mm 灰色 量元堅緻

包含層 須恵器 蓋 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は扁平な擬宝珠。 自色粒 黄灰色 代還元

包含層 須恵器 蓋 体部片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。飢は擁宝珠。 自色地 青灰色 蜃元堅級

包含層 須意器 蓋 (120) 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は擬宝珠。 自色粒 灰黄色 一万

包含層 須恵器 蓄 (2つ 体部片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は篠マ珠 . 白色粒 又色 甦元堅緻

包含層 須恵器 蓋 (38) 体部片 鉦は携宝珠。 白色粒 旨灰色 曇元堅徹

包含層 須恵器 蓋 錮 天丼回転ヘラ肖!り 後ナデ。鉦は扁平な擁宝珠. 自色粒多 黒色粒 灰色 屋元堅級

包含層 須恵器 蓋 天丼回転ヘラ削り。鉦は擁宝珠。小壺の蓋 白色粒 02mm 灰色 選元堅緻

包含層 須恵器 蓋 天丼回転ヘラ削り後ナデ。観は欠損。 自色粒 黄灰色 遼元

包含層 須恵器 蓋 (170) [21] 天丼回転ヘラ肖1り後ナデ。錮は久損。 又色 遼元 対面滑沢、墨痕転用槻
包含層 須恵器 蓋 (170) (23) /4 天丼回転ヘラ削り後ナデ。錮は久損。 自色粒 来色 還元堅緻 勺画滑沢、墨痕転用硯

包含層 須恵器 蓄 (180) 天丼回転ヘラ削り。鉦は欠損。 白色粒 黒色噴出 量元堅緻 勺面滑沢、墨痕転用硯
包含層 須恵器 蓋 口縁部片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。鉦は欠損。 自色粒多 青灰色 置元堅緻 対面滑沢 墨痕転用碗

包含層 須恵器 蓋 1/2 天丼回転ヘラ肖1り 後ナデ。鉦は無い。 黒色噴出多 文色 還元堅緻

包含層 須恵器 短頸壺蓋 口縁部片 口縁部は屈折する短頸霊の蓋。自然湯 /11が付着する。 白色粒 疋色 還元堅緻

包含層 土師器 高イ (72) 脚部片 内外ヘラ磨き。赤彩 褐色粒 黄褐色

包含層 土師器 高イ 接合部 内外赤彩 海綿骨針 黄掲色

包含層 土師器 小型蜜 (186) (73) H縁部1/″ コクロ成形 白 褐色粒 疋橙色

包含層 土師器 小型甕 底部 底部静止糸切り 下端手持ちヘラ肖Jり . 自 褐色粒 海綿骨針 外面媒付着

包含層 土師器 小型甕 底部ユ/ワ ロクロ成形。下端～底部手持ちヘラ肖1り 白色粒 黄褐色

包含層 土師器 小型型 (185) ロクロ成形 海綿骨針 灰褐色

包含層 土師器 甕 (206) (86) 口縁部片 ロクロ成形・カキロ 黄褐色

包含屑 土師器 鍋 (380) (76) 口縁部片 内 :外肘1毛 日、外 :カキロ 透明 黒色 白色対 褐灰色

包含嬉 須恵器 疑 口縁部片 ロクロ成形 自色粒多 選元堅徹

包含層 須意器 嚢 (49) 口縁部片 ロクロ成形 白色粒 医色 壁元堅緻

包含層 須恵器 甕 Л同部片 内 :同心円当て具、外 :平行叩き 海綿骨針 灰色

包含層 須恵器 衰 胴部片 内 :放射状当て具、外 :平行Π口き。 白色細地 黄褐色
包含層 須恵器 瓶 (100) 1縁～頸部〕 口縁部は野摘み上げは無い。頸部中位に沈線が施される 細かな自色粒 灰 色 里元堅緻

包含層 須恵器 瀬 (82) 律 1) 底部1/4 ロクロ成形 自色粒 配意 電元堅緻

包含層 須恵器 短頸壷 (47) ヨ縁部1/ ロクロ成形 自 黒色粒 灰 色 壁元堅撤

包含層 須恵器 瓶 (32) 肩部片 ロクロ成形 自色細粒 黒色噴出多 又色 避元堅緻 火膨れ

包含層 須恵器 横瓶 ヨ縁部1/ ロクロ成形 海綿骨針多 暗灰色 曇元堅緻

包含層 須恵器 横瓶 ]縁部1/ ロクロ成形 白色粒多 灰色

包含層 須恵器 瓶 (135) 底部片 外 :叩き 細かな自色粒 灰色 魁元堅緻

包含層 須恵器 横瓶 胴部片 内 :同心日当て具 外 :格子目叩き十カキロ 灰色 垂元堅級

包含層 須恵器 瓶 (240) [72] 口縁部片 ロクロ成形 カキロ 自色粒 曽灰色 璧元堅細

包含層 須恵器 瓶 (242) 口縁部片 コクロ成形 カキロ 白色細粒多 晴灰色 豊元堅緻

包含層 須意器 瓶 胴部片 内!同心円当て具、外 :格子目叩き 漆付着 自色粒 灰色 警元堅緻

包含層 須恵器 瓶 胴部片 内 :同心円当て具、外 :平行 H口 き 漆付着 白色粒 疋色 量元堅緻

包含層 須恵器 小壼 胴～体部1/1 小型の短頸壷。下端は回転ヘラ削り 白色粒 庶色 選元堅緻

包含層 須恵器 甕 頸部片 内 1同心円当て具、外 :「Πき え色 還元堅級

包含層 製塩土器 (尖底 ) (56) 底部 手づくねにより三角錐状の底を付ける。 白色ンル ト粒褐色チカ こ転い橙色

包含層 緑釉 椀 底部 釉は内外に施されるが、底部までは及ばない。軟陶 自・黒色粒 強調

包含層 須恵器 メンコ ‘
万 周囲を打ち欠き後研磨 白色粒 天色 整元堅緻 伝用駒

包含層 須恵器  メンコ 完形 周囲を打ち欠き後研磨 白色粒 東色 量元堅緻 転用駒

包含層 土製品 土錘 ▼L径 1 1243g 完形 管状土鍾 褐色粒 こぷい養協色

包含層 土製品 土錘 完形 管状土鍾 白色粒 ンル ト粒 簑褐色

包含層 土製品 土錘 管状土鍾 白色村 黄褐色

包含層 土製品 土鍾 完形 管状土錘 相細か にぶい橙色

包含層 土製品 土錘 完形 管状土鍾 相細か

包含層 土製品 部分 溶解し形状は不明。 自色細約 詩灰色

包含層 磨製石斧 後部欠損 敲打後研磨 石材 :安山岩

包含層 磨製石奔 後部欠損 敲打後研磨 百材 :安 山岩

包含層 石製品 磁石 部分 七面使用 石材:砂岩

包含層 石製品 砥石 部分 四面使用 石材:砂岩

包含層 石製品 砥石 完形 使用頻度が高く曲面となる。 石材:凝灰岩
包含層 部分 使用頻度が高く曲面となる。 百材 :凝灰岩

米田大覚遺跡 遺物観察表 (4) D区
ξl 佐置 遺構窄 器種 器形名

口径

長さ

底径

幅

器 信

言さ孔イ
重さ 遺存率 成 ,整形の特徴 胎土 色調 焼成 備  考

SE05 土師器 高イ (941 脚部 ロクロ成形。外 :ヘラ磨き。内外赤彩 貢褐色 変化堅緻

須恵器 ネB 底部回転へら切 り 自色粒 疋色 遅元堅級

石製品 砥石 完形 石材は安山岩。面をなす部分に擦痕の範囲が観察される。

曲物 底板 (58) 月日に木釘がない事から蓋の可能性もある。

由物 底板 1/2 周囲に木釘がない事から蓋の可能性もある.

SEC15 井戸枠 樅板 部分 割材

井戸粋 樅板 (122) 部分 割材

井戸枠 樅板 e28) (1041 部分 割材

井戸枠 樅板 (284) (130 部分 割材

井戸枠 樅板 (200) 部分 割材

井戸枠 板材 部分 割材

井戸枠 板材 (50 部分 割材

SE05 井戸枠 樅板 部分 割材

井戸枠 樅板 (?0) 部分 割材

井戸枠 横桟 に64) (57) 部分

SE05付近 須恵器 イB 底部回転ヘラ切り後ナデ。内部ナデ 白色粒 青灰色 電元堅緻

(48) 側板片 側板の内側に毛引き痕が翡る。
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木製品 皿 (146) (156) 底部 ロクロ成形。割り物

須恵器 壺蓋 口縁部片 口縁部は直角に屈折する。 自色粒 黒色噴出 青灰色 選元堅緻

土師器  鍋 口寂部片 口縁部は屈折し端部で面をなす。ロクロ成形 月黄jIB色 墜化堅緻

土師器 小型甕 (109) (53) 回縁部片 ロクロ成形。胴部はヘラ削り。 黒色 透明粒 竜い橙色 駿化堅緻

須恵器 jIINA 底部回転ヘラ切り 白色粒 ゆ2～ 3mm 天自色 未選元

須恵器 廂へ 底部回転ヘラ切 り後ナデ 木目細か ズ黄色 未還元 全体に被熱

須恵器 不A 完形 底部回転ヘラ切り 白色粒 黒色噴出 青灰色 選元堅緻

曰縁部片 ロクロ成形。口縁部は端部で屈折する。 内面に油煙

須葱器 高邦 脚部 ロクロ成形。脚部中位に2条 の沈線が施される。 量元堅撤

須恵器 甕 (S7) 胴部片 内〔同心円+平行当て具、外 :平行叩き十カキロ 細かな白色粒 青灰色 還元堅緻

須恵器 甕 (140) (10) 内 :同心円当て具 外 :平行 0口 言 (有節 ) 白色粒 黒色噴出物多 灰褐色 選元堅撤

須恵器 蓋 (175) 1/4 回転ヘラ削り。口縁部は端部で屈折する。鉦は欠損。 自色粒 02mm 灰色 遇元堅緻

須恵器 不A (108) 回転ヘラ切り後ナデ 細かな白色粒 自灰色 還元堅緻

ほぼ完形 黒色の噴出物多 天褐色 口縁欠損部に油煙

須意器 lTNB 回転ヘラ切り 自色粒01m皿まばら 量元堅緻

SD36対近 須恵器 蓋 ロクロナデ外面上部回転ヘラ削り 自色・灰色粒 白灰色 選元堅緻

SB32(P6) 上師器 仇ヘ (175) (32) 口縁部片 ロクロ成形 細かな白色粒 鈍い橙色 酸化堅緻

SB32(P6) 土師器 喪 (230) (56) 口縁部片 長胴甕、ロクロ成形 細かな白色透明粒多 鈍い黄褐色 酸化堅緻

S332(P6) 須恵器 翼 (61) 胴部片 内 :放射状当て具 外 :平行叩き 細かな透明粒 黄褐色 未選元 土師器カ

包含層 土師器 梅ヘ 底部 自色 褐色粒 黄褐色 置変化

包含眉 土師器 栃ム 底部1/2 底部回転糸切 り 空褐色

包含層 上師器 栃A 底部 底部回転糸切 り 驚橙色 眩化堅緻

包含眉 土師器 梅 ヘ (19) 底部 内外赤彩。底部回転糸切り 白色 灰色粒 月るい黄褐色 酸化

包含層 土師器 椀∝ (44) 底部1/4 内外赤彩。底部回転糸切 り 細かな自色粒 月るい黄褐色 酸化

包含層 土師器 椀A (13) 底部 内外赤彩。底部回転ヘラ切り 自色粒 黒褐色粒 月るい黄褐色

包含層 土師器 栃A 内外赤彩。底部回転糸切 り 細かな自色粒 角内石 明るい黄褐色 礎化堅緻

包含層 土師器 梅ヽ 相細か 月るい貴協ζ

包含層 土師器 栃A 内外赤彩。底部回転糸切り 細かな白・灰色粒 月るい費褐色 酸化堅緻

包含層 土師器 椀軋 (110) 口縁部片 内黒。ロクロ成形 相細か 黄掲色 溌化堅緻

包含層 土師器 極軋 (48) (31) 底部 内黒。ロクロ成形。体～底部下端子持ちヘラ削り 自色粒多 黄桐色 酸化堅緻

包含層 土師器 仇ヘ (31) 底部片 内黒。体部下端手持ちヘラ削り、底部静止糸切り 白色 透明粒 黄褐色 浚化堅緻

包含層 土師器 極∝ (29) 体部片 内黒 外 :赤彩。ロクロ成形 細かな白色粒 海面骨釧 鈍い黄褐色 礎化堅徹

包含層 土師器 皿B 底部 内外赤彩。底部回転糸切り 自色粒 鈍い黄禍色

包含層 底部 内外赤彩。底部回転糸切 り 白色粒 朔黄褐色

包含層 土師器 皿B 内外赤彩。底部回転糸切り 驚褐色 産化堅級

包含層 土師器 高杯 (158) (23) 口縁部片 口縁部は端部で短く屈折する。ロクロ成形。 海面骨針 淡黄褐色 俊化堅級 内外ヘラ磨き後赤彩

包含層 土師器 高杯 (188) (23) 口縁部片 口縁部は端部で短く屈折する。ロクロ成形
`

白色粒 (胎土灰色 ) 暗赤彩 薩化堅級 内面ヘラ磨き後赤彩

包含層 土師器 高杯 杯部 ロクロ成形。外 :赤彩 自 灰色粒 明黄掲色 俊化堅緻

包含層 土師器 高イ 底部 ロクロ成形。内:ヘラ磨き。体部が膨らむ。 透明粒 黄褐色 礎化堅級 内外赤彩

包含層 土師器 小型甕 (130) コ縁部1た 白色粒 黄褐色 産化堅級

包含層 土師器 小型甕 ロクロ成形。胴部下端手持ちヘラ削り 黄褐色 礎化堅級

包含層 土師器 小型甕 (23) 底部 回転糸切り後胴部下端～底部手持ちヘラ削り。 透明粒 鈍い黄褐色 茂化墜緻 内外煤付着

包含層 土師器 小型衰 (20) 底部 回転糸切り後胴部下端回転ヘラ削り 透明粒 暗褐色 俊化堅緻

包含層 土師器 甕 (192) (36) ]縁部1/И 内 :ナデ、外ツ ケヽロ 細かな白色 透明粒 橙色 礎化堅緻

包含層 土師器 甕 (220) (66) ]縁部1/4 内:ロ クロナデ、外 :カ キロ 細かな自色 透明粒 鈍黄褐色 凌化堅緻

包含層 土師器 鍋 口縁部片 内:木ロナデ、外:ロクロ成形 白 灰色粒 黄褐色 変化堅緻

包含層 土師器 鍋 把手 手づくねによる.半円形状の把手 細かな白色粒 凋暗褐色 茂化堅徹

包含層 須恵器 廂ヽ 底部回転ヘラ切り、内:ナデ 細かな白色粒参 又色 壁元

包含層 須意器 lTNA 4/5 底部回転ヘラ切り 木目細か 灰色 末還元

包含層 須恵器 イA (116) /3 底部回転ヘラ切り 白色粒 青灰色 壁元堅緻

包含眉 須恵器 れヽ (116) /3 底部回転ヘラ切り 細かな自色粒 灰色 雲元堅緻

包含層 須恵器 イA /2 圧明用。底部回転ヘラ切り 白色粒 灰色 一万

包含層 須恵器 イA (130) 底部回転ヘラ切 り 細かな自色粒 灰色 一死

包含層 須意器 必A 白色燈 青灰色 整元堅徹

包含層 須恵器 芥A 2/6 底部回転ヘラ切 り 灰色地 白灰色 壁元

包含層 須恵器 廂ヽ 1/3 底部回転ヘラ切り 白色粒 黒色噴出 灰色 壁元堅緻

包含層 須恵器 郵A 130 底部回転ヘラ切り、内:ナデ 細かな白色粒黒色粒噴 : 灰色 一万

包含層 須恵器 イA (28) 底部1/2 底部回転ヘラ切 り後ナデ 白色粒 鈍い黄褐色 未選元

包含層 須恵器 郵A 底部1/3 底部回転ヘラ切り後ハケロ状のナデ 白 灰色粒 自黄色 未還元

包含層 須恵器 不B (107) (71) 底部回転ヘラ切 り 自色池 灰色 量元堅緻

包含層 灯明用。腰が丸くなる。底部回転ヘラ切 り 灰 色 堅元堅撤

包含層 /3 底部回転ヘラ切 り 青灰色 量元堅緻

包含層 須恵器 イB (70) /2 底部回転ヘラ切 り 白色粒 灰色 竪元堅緻

包含層 須恵器 不B (111) (70) /3 灯明用。腰が丸くなる。底部回転ヘラ切り 自色村 着灰色 一売

包含層 須恵器 不B 3胸 底部回転ヘラ切 り 灰色粒 白灰色 一万

包含層 須恵器 不B (112) 箱型。底部回転ヘラ切 り 自色壮 灰色 一万

包含層 須恵器 然B (112) 灯明用。底部回転ヘラ切 り 黒色粒 灰色 一死

包含層 須恵器 不B 自色粒 吹色 登元堅撤

包含層 薄手。底部回転ヘラ切 り 自色粒 吹色 蜜元堅緻

包含層 須恵器 郎B /3 底部回転ヘラ切 り 自色粒 吹色 堅元

包含層 須恵器 イB (66) /3 底部回転ヘラ切り 黒色粒 灰色粒 疋色 量元堅級

包含層 須恵器 皿Bカ (75) (11) 底部片 内部滑沢であり転用硯。底部回転糸切り後ナデ 白色粒 音灰色 選元堅級

包含層 須恵器 イB (152) 1/8 底部回転ヘラ切り 白色粒 烹色 未還元

包含属 須恵器 ITB (165) (53) 1/4 ロクロ成形 自色粒 疋色 一死

包含層 須恵器 イB (168) (62) ロクロ成形、体部に2条 の沈線を施す。 自色 褐色粒 蕪褐色 未還元

包含層 須恵器 不B 底部 白色粒 黒色粒 κ色 選元

包含層 底部1/3 底部回転ヘラ切り 細かな白色粒 量元堅級

包含居 須恵器 芥B (92) (50) ド～底部1た 底部回転ヘラ切 り 細かな白色粒多 音い灰色 霞元堅緻

包含層 須恵器 蓋 (124) /3 鉦は扁平擬宝珠 天丼回転ヘラ削り後ナデ 白色粒 R色 量元堅級 墨痕、転用硯

包含層 須恵器 蓋 (124) 鉦は扁平擬宝珠、天丼回転ヘラ削り後ナデ 黒 自色粒 烹色 遅元堅緻 転用硯

包含層 須恵器 蓋 (128) /3 般は扁平擬宝珠 天丼回転糸切り後回転ヘラ削り 白色粒多 疋色 里元堅級

層 須点器  芸
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D区包含層 須恵器 蓋 錮は扁平機宝珠、天丼回転ヘラ削り 灰色粒 olmm多 灰 色 雪元堅緻

D区包含層 須恵器 蓋 鎚は扁平 天丼回転ヘラ肖Jり 白色 l‐ 灰黄色 末選元

DE包含層 須恵器 蓋 (18) 天丼部片 鉗は扁平、天丼ナデ 自色粒 青灰色 ≧元堅撤

D区包含層 須恵器 蓋 (18) 天丼部片 錮は扁平、天丼ナデ 白色粒 灰色 雪元堅緻

D区包含層 須恵器 蓋 (21) 鉦 鎚は擬宝珠 黒色粒噴出 天色 整元堅撤

須恵器 蓋 鉦 鉛は擬宝珠 白色粒 灰色 堅元堅緻

D区包含層 須恵器 幕 鉦 鉛は扁平 白色粒 灰色 里元堅緻

D区包含層 須恵器 蓋 滑沢で転用硯。天丼回転ヘラ削り後ナデ 黒色粒 灰色 里元堅徹 911は欠損
Ｏｔ

一

D区包含層 須恵器 蓋 (126) (17) 1/5 天丼回転糸切り後回転ヘラ肖1り 自色粒 青灰色 避元堅緻 内面堅痕、転用硯

D区包含層 須恵器 蓋 (160) (19) 1/4 滑沢で帳用硯。天丼回転ヘラ削り後ナデ 白角粒 灰色 量元堅I14

D区包含層 須恵器 蓋 天丼回転糸切り後回転ヘラ肖Iり 自色粒 灰色 里元堅緻

D区包含層 須恵器 甕 (126) (15) 1/5 天丼回転糸切り後回転ヘラ削り 自色粒 黒色噴出 灰色 壁元堅緻

D区包台層 須恵器 壺蓋 天丼回転ヘラ削り。口縁部は直角に屈折する。 白色粒多 灰色 電元堅緻 短頸壺の蓋

D区包含層 須恵器 蓋素 天丼回転ヘラ削り。口縁部は直角に屈折する。 白色粒多 青灰色 里元堅41x 短鎮壷の蓋

D区包含層 須恵器 壺蓋 天丼回ほヘラ削り。回縁部は直角に屈折する . 白色粒φ2mm黒 色粒多 灰色 量元堅緻 短頸壷の蓋

D区包含層 須恵器 鉢 (77) 口縁部片 ナデ 綱かな白色粒 灰橙色 雲元堅徹

D区包含層 須恵器 蓮 (154) (174) 底部久損 直口壺。ロクロ成形。頸朝周部に各一条の沈線文を施す 黒色粒多 灰色 量元堅緻

D区包含層 須恵器 甕 (90) 口縁部1/4 長頸壺。ロクロ成形。頸部に沈線を施す。 黒色粒 文色 緊元堅緻

D区包含層 須恵器 壷 (114) (63) 口縁部1/5 広口重。ロクロ成形。 黒 自色粒 灰色 堅元堅緻

D区包含唐 須恵器 重 長頸重。ロクロ成形。頸部に沈線を施す。 黒色粒 灰 色 里元堅級

D区包含層 須恵器 奎 頸部1/4 細かな自色粒 灰色 緊元堅緻

D区包台層 須恵器 霊 (57) 底部1/4 長頸壷。ロクロ成形 高台付き。 細かな白色粒 灰 色 里元堅級

D区包含層 須恵器 瓶 (110) (89) 用～底部1/ 長頸瓶。ロクロ成形。高台付き。 自色粒 005mm多 灰色 量元堅緻

D区包含層 須恵器 瓶 (110) 底部 長頸瓶。ロクロ成形、内:底部ナデ。高台付き。 細かな白・黒色粒 天色 里元堅徹

D区包含層 須恵器 霊 口縁部1/4 広口壷。ロクロ成形。 細かな白色粒 又色 里元堅級

D区包含層 須恵器 瓶 回縁部片 僚瓶。ロクロ成形。日縁部は端部で面をなす。 白色粒多 灰色 蜜元堅緻

D区包含層 須恵器 瓶 胴部片 横瓶。内|カ キロ、外 :平行叩き+カキロ 黒色村 灰 色 里元堅緻

D区包含層 須恵器 壷 底部1/2 直口壷。ロクロ整形。内:カ キロとナデ外:カキロ+ナデ 白色村 暗灰色 電元堅級

D区包含層 須恵器 費 口縁部片 日縁部下に波状文を施す。 自色村 灰 色 電元堅徹

D区包含層 須恵器 疑 口縁部片 日縁部下に波状文を施す。 白色泣 灰 色 量元堅緻

D区包含層 須恵器 贅 (70 回縁部片 内 :同心円当て具 外 :平行叩き+カ キロ 白色地 里元堅緻 口縁「くの字J状

D区包含層 須恵器 甕 口縁部片 口縁部は外反する。胴部との接合痕が残る 自色粒 青灰色 電元堅級

D区包含層 須恵器 要 肩部片 内 :同心円当て具 外 :平行叩き 白色粒 灰 色 電元堅緻

D区包含層 須恵器 甕 1同部片 内 :同′b円 当て具+平行当て具、外 :平行叩き+カ キロ 自色粒 灰色 壁元堅級 内面墨痕カ

須恵器 喪 胴部片 内 :同心円当て具、外 :平行叩と 細かな白色粒 灰色 壁元堅緻

須恵器 褒 (72) 胴部片 内 :同心円当て具、外 :平行叩き 白色粒 灰色 盤元堅級 内面墨痕カ

D区包含層 須恵器 甕 (75) 胴部片 内 :同心日当て具、外〔平行叩き 自色粒 灰 色 電元堅級

須恵器 蜜 (138) 胴部片 内 :同心円当て具 外 平行叩き、焼き代付着。 黒色粒 曇元堅緻

D区包含層 須恵器 疑 Л同部片 全体に滑沢で堅痕残る。転用槻 木目細か 灰色 電元堅級

胴部片 周囲打ち欠き後研磨。内 :当て具 外 :波状紋 白色粒 青灰色 甦元堅緻 転用駒

D区包含層 須恵器  メンコ 胴部片 白色粒 青灰色 廷元堅緻 転用駒

須恵器  メンコ 胴部片 周囲打ち欠き。外 :平行ロコき 自色粒 青灰色 整元堅 ittx 転用駒

D区包含層 須恵器  メンコ 64宮 胴部片 周囲打ち欠き。外 :平行叩き 細かな白色粒 青灰色 曇元堅緻 転用駒

須恵器 メン 胴部片 周囲打ち欠き。 白色澄 毒灰色 甦元堅徹 転用駒

土師器 メンコ 胴部片 周囲研磨。 透明粒 凋黄褐色 産化堅緻 転用駒

D区包含層 胴部片 周囲打ち欠き後研磨。外 :平行叩き 細かな白色粒 青灰色 電元堅撤 転用駒

胴部片 周囲打ち欠き。内:同心円当て具、外 :平行叩き 白色粒 青灰色 甚元堅緻 転用駒

D区包含層 須恵器  メンコ 胴部片 周囲打ち欠き。内 :同心円当て具、外 :平行叩営 海面骨針 青灰色 量元堅徹 転用駒

土師器 メンコ 底部片 周囲部分研磨。整形具か 白 透明粒 黄褐色 魔化堅緻 転用駒

D区包含層 土師器 メンコ 胴部片 周囲部分研磨。整形具か 白色粒 黄褐色 盗化堅緻 転用駒

D区包台層 緑釉陶器 椀 底部 内外緑釉、軟Fa 軟陶 醤緻 洛北系

D区包含層 灰釉 椀 口縁部片 ロクロ成形。 木目細か 灰色 醤緻

D区包含層 肥 前膏磁  碗 底部 見込みは蛇の目釉剥ぎ 木目細か 灰色 き緻

D区包含層 肥前焼 陶器皿 底部 見込みは蛇の目和 (銅緑色)剥 ぎ 木目細か 灰色 送級 肥前Ⅳ翔

肥前焼 陶器皿 (61) 底部 見込みは蛇の目釉(銅緑色)剥 ぎ 木日細か 白黄色 送緻 肥前Ⅳ期

D区包含層 越中瀬戸焼 向付け (98) t/4 体部下端回転ヘラ削り、高台は肖1り 高台。釉は体部のみ 白色・透明粒 黄灰色 聾緻

石製品 砥石 部分 四面使用し頻度が高い。

D区包含層 鉄製品 用途不明品 部分 断面長方形を呈し、棒状で端部を丸める。

土製品 駄脚 脚部片 容器の足。周囲はヘラ削りにより整形。 細かな白 灰色粒 黄橙色 魔化堅緻

D区包含層 土製品 上鍾 管状土錘 自色 透明粒 灰色 魔化堅緻

D区包含層 土製品 土鍾 完 形 自 .4Fl色粒 灰色 魔化堅緻

土製品 土錘 t径 0 完形 管状土錘 褐色粒 黄褐色 魔化堅緻

D区包含層 土製品 土髄 管状土錘 震化堅級

米田大覚還跡 遠物観察表 (5) E区
立置 遺構 4 器種 器形名

口径

長さ

底径

幅

滑 お

'さ

イt4
重さ 遺存率 成 整形の特徴 胎土 色調 焼成 備  考

土師器 桃 A 大振 りの椀。ロクロ成形。内 :内黒ヘラ磨き、外 :赤彩 白 灰・透明約 赤褐色

SB02 P2 須恵器 イ B 白色粒 黄灰色 k選元
須恵器  蓋 を

死 回転ヘラ削り。擁宝珠釘 自色粒 月灰色 昌元堅緻

SB02 P10 須恵器 蓋 (122) 1/2 回転ヘラ削り。擬宝珠ta 白色粒 更色 還元堅緞

須恵器 蓋 (198) 1/4 回転ヘラ削り。扁平な擬宝珠鉦 白 黒色粒 又色 還元堅緻

木製品 礎板 (312) (102) 割材。

木製品 柱根 (170) 腐食のため形状が定かでないが断面は割り材である。

SB02 P9 木製品 柱根 腐食のため形状が定かでないが断面は害より材である (

須意器 蓋 白色粒 又色 運元堅緻

須恵器 TTN B 底部回転ヘラ切り。内 |ナテ 自色細粒多 青灰色 還元堅緻

SB06 P5 須恵器 ITNA (126) (94) 1/4 底部回転ヘラ切り。 白色ンル ト 竜い橙色 未運元

須恵器 ITNA 底部回転ヘラ切り。底部は若干丸くなる。 鈍い橙色 未還元 SB08(Pl)と接合

土製品 土鍾 孔径11 365 完形 管状土錘 協色粒 鑑褐色

土師器 椀A (50) 1/3 底郡回転糸切り。内外赤彩。 自,透明細粒多 内外被黙

土師器 椀A 底部 白 褐色粒 黄褐色
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と置 遺構宅 器種 器形名
口径

長さ

底径

幅
重 さ 選存率 成 整形の特徴 胎土 色 調 廃成 備 考

須恵器 lTNA (122) (73) 底部回転ヘラ切り。 白・黒色噴出短 電元堅緻

SB08 P10 須恵器 FTN B (60) 底部 白色釉 灰色 里元堅緻

須恵器 蓋 天丼回転ヘラ削り。 自色粒 明灰色 霊元堅緻

完形 周囲打ち欠き 自色地 灰色 里元堅徹 転用駒

SB09 'S 須恵器 邦 A 2/3 底部回転ヘラ切り。 白色粒 灰色 壁元堅緻 内面に油煙付着

須恵器 蓋 (124) (24) 1/3 天丼回転ヘラ肖」り。鑑欠損。 白色池 緊元 堅緻

須恵器 jITNB 4/5 底部回転ヘラ切 り。 白色粒は溶解 吹色 量元堅級

SB09 P5 木製品 礎板 (152)

木製品 柱根 薦食のため形状が定かでないが断面は割 り材である。

木製品 礎板 腐食のため形状が定かでないが断面は割 り材である。

木製品 礎板 部分。割り材

木製品 曲物 (86) (26) 側板内面に毛彫きあり。

SB12 P8 土師器 椀B (15) 底部 底部回転糸切り 自 裾色粒 野褐色

須恵器 イ B (32) 底部 底部回転ヘラ切り。 更色 選元堅緻

須恵器 霊 短頸華。ロクロ成形・内 :カ キロ。 白 黒色噴出粒 庶色 量元堅緻

須恵器 甕 底部片 外胴部下端～底部手持ちヘラ削り。 自色細粒多 え色 還元堅緻

土師器 小型甕 ロクロ成形,底部回転糸切り後胴部下端～底部ヘラ削り。煤付着 海綿骨針 黄褐色

■師器 小型寝 を
死 ロクロ成形。底部回転糸切 り後胴部下端ヘラ削り。 角閃石 黄褐色 煤付着

石製品 叩き石 完形 上下擦痕、周囲使用により細かな叩き痕。

SE09 木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 両側面は削られ先端部は遺存する。

頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数Йlまれる。

木製品 斎串 025 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数刻まれる。

木製品 斎串 頭の両側面に御幣を挟む切れ目が複数亥Jまれる。

木製品 斎串 顔の両側面と中位の両側面に御幣を狭む切れ目が複数刻まれる。中位は上下からなる̀

木製品 斎串 刻まれる。中位は上下からなる。

木製品 用途不明 (276) 断面日形を皇し、一方が細くなる棒状の製品。

木製品 井戸枠縦板 (56,) 割板材。一部切 り込みが見 られる。

木製品 井戸枠縦板 (610) きJ板材.下位に方形孔が見られる。

木製品 井戸枠縦板 (650) 割板41。下也に方形孔が見られる。

(集 0) 割材。上部は腐食し、下部は四面を削り尖らせている。

木製品 井戸枠隅桂 割材。上部は腐食し、下部は両側面を削り尖らせている。

木製品 井戸枠 lAR柱 害1材。上部は腐食し、下部は両側面を削り尖らせている。

SE09 木製品 井戸枠隅柱 (400) 割材。上部は腐食し、下部は両側面を削り尖らせている。

木製品 井戸枠縦板 割り板財。一部切り込みが見られる。

木製品 井戸枠縦板 (615) 割板材。下位に方形子とが見られる。

SE09 木製品 井戸枠縦板 割板材。

割板材。下位に円形孔が見られる。

SE09 木製品 井戸粋縦板 1662) 害J板材。一部切り込みが見られる。

木製品 井戸枠縦板 1672) 割板材。

木製品 井戸枠縦板 割板所。一部切り込みが見られる。

木製品 井戸枠縦板 591) 割板材。一部切り込みが見られる。

木製品 井戸枠部4/1 (695) 93 底部 割筋。腐食が激しく用途不明。

SK13付近 須恵器 lTNB 底部回転ヘラ切 り 白色粒多 灰色 壁元堅緻

須惹器 著 胴部片 天丼回転ヘラ削り。扁平な擁宝珠鑑 白色粒多 青灰色 壁元堅緻

須恵器 甕 完形 内 :平行当て具、外 :平行叩き 白色激 灰色 置元堅緻

SK49 石製品 砥石 四面使用 凝灰岩

須恵器 不A (116) 底部 底部回転ヘラ切り 白色粒多 灰色 里元堅級

緑釉陶器 続 (14) 器面は荒れて剥落のため調整不明。内外に黄緑色の釉。 白 灰 黒色粒 灰白色

須恵器 不 B (152) 部分 大振 りのネ。底部回転ヘラ切 り。 白 黒色地 灰色

石製品 硯 底部 粘板岩製の現で頭の両側面に装飾的な切り込みがある。 風字硯

須意器 瓶 (47) ,同部片 高台付きの瓶である。内:ナデ、外 :回転ヘラ削り 黒色粒 灰色 量元堅緻

須恵器 甕 (118) ほぼ完形 内 :同心円当て具十カキロ、外 :平行叩き+カ キロ 白色・チャー ト粒 青灰色 選元堅緻

土師器 椀A 部分 底部回転糸切り。 白色・角閃石粒 鈍い橙色

土製品 用途不明 (114) (30) (78) 口縁部 表面は還元色を帯びる。鍛治炉に関わる土製品か。 黄白色

須恵器 甕 冴同部片 口縁部は波状支を施す。 灰色 選元堅緻

須恵器 双耳瓶 膚の部分に耳が残る。 白色粒 セピア色 還元堅緻

土師器 椀A 底部回転糸切 り  内外赤彩 灰色粒 灰褐色 唆化堅緻 内面油煙

土師器 椀A (124) 1/4 底部回転糸切り  内外赤彩 協色 白色粒 明黄灰色 裟化堅撤

須恵器 箋 (205) を
万 ロクロ成形。外 :平行叩と+力 ■目 自色粒 黄灰色 未還元

石製品 砥石 2/3 泥岩製。四面を使用し、その頻度は高い。

土師器 皿 B 1/2 底部回転糸切り。内外赤彩 海綿骨針 竜い橙色

須恵器 イ B (160) 大振 りのイ。底部回転ヘラ切 り。 青灰色 還元堅緻 体部に 3本沈線

包含層 土師器 椀A (541 底罰I 底部回転糸切り。内:ヘ ラ磨き内黒 黄褐色

包含層 土師器 椀A (50) 底部片 底部回転糸切 り。内外赤彩 黒色粒多 黄褐色

包含層 土師器 椀A (25) 底部片 底部回転糸切り。体部下端ヘラ削り。内!内黒 白 灰色粒 黄褐色

包含層 土師器 椀カ (24) イ部片 底部は丸味を帯びて持ちヘラ削り。内外赤彩。 自色 海綿骨針 黄灰色 底部刻書「〒」カ

包含層 土師器 高杯 (20) 口縁部 内外亦彩、内:ヘラ磨き、外:ヘラ削り 自・灰色粒 黄褐色

包含層 土師器 イA (125) (96) (241 底部 底部ヘラ削り。内外 :ヘ ラ磨き 赤形 自 灰色粒 電色 池距付着

色含層 灰和陶器 皿 底部 高台は三日月状を呈する。底部回転ヘラ削り 疋色 堅緻

包含層 灰釉陶器 皿 高台は三日月状を呈し、底部回転ヘラ削り 自色粒 灰色 堅緻

包含層 須恵器 皿 (27) 底都1/4 高台は高くなる。底部回転ヘラ削り。 自色粒 文色 還元堅緻 内底面転用硯

包含層 須意器 瓶 口縁部片 小型の壷。体部下端は回転ヘラ肖Jり 白色粒 天色 還元堅緻

包含層 土師器 蓋 (165) (10 回縁部片 内タト赤彩 黒灰色 黄褐色 酸化

包含層 須恵器 不 B 口縁部片 内部漆付着。漆パレットか 海綿骨針 天色 達元堅級

包含層 須恵器 lTNB 口～底部 内部漆付着。漆パレットか 白色粒 来色 畳元堅緻

包含層 緑釉陶器 椀 A 高台は厚く口縁部は外反する。釉は全体に亘る。 又黄色 首変化
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立置・遺構 4 器種 器形名
口径 底径 器

重 さ 遺存率 成 整形の特徴 胎土 色 調 焼成 備  考
幅 言さ▼t

包含層 緑釉陶器 椀 口縁部片 内外釉は緑黄色 自色粒 天黄色

包含層 緑釉陶器 椀 日縁部片 白色粒 灰黄色

包含層 緑釉陶器 口緑部片 内外釉は緑黄色 白色粒 灰黄色

包含層 緑釉陶器 体部片 内外和は緑黄色 自色粒 灰黄色

包含層 緑釉陶器 体部片 内外和は緑黄色 白色粒 灰黄色

包含層 緑釉陶器 口縁部片 内外釉は緑黄色 白色粒

包含層 石製品 巡方 断面を台形状とし裏面に帯との接合に2個単位4衝所孔を穿つ。 白玉帝 凝灰岩
包含層 石製品 碁石

包含層 ガラス玉 03 ガラス小玉。青味の濃い躍璃色を・Hする。

米田大覚遺跡 墨 遺物観察表 (1) A～ E区

頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で内面「井」

須恵器 杯 B蓄 贋部回転ヘラ削り後ロクロ撫で内面「田邊Jカ

底部回転ヘラ削り後ロクロ撫で外底部「道公

頂部回転ヘラ削り 内面「桑Jカ
頂部回転ヘラ削り後ロクロ撫で内面「井J

回転ヘラ切り後撫で 外底部「柴J
ヘラ肖1り 後撫で 外底部「井J

回転ヘラ切り後、ロクロ

底部回転ヘラ切り後ロクロ撫で外底部「井

頂部回転ヘラ博1り 、他ロクロ撫で内面「室Jカ

回転ヘラ切り撫で 外底部「井 J

回転ヘラ切り後撫で 外底部「井Jカ
回転ヘラ切り後ロクロ撫で外底部「桑J日字体

回転ヘラ切り後、撫で 外底部「チ

回転ヘラ切り後撫で

底部ヘラ切り後撫で 外底都「井J
回転ヘラ肖Iり 後、ロクロ撫で外面「人」

ヘラ切り後コクロ撫で外底部「真J、 外面スス付着

回転ヘラ切 り後ロクロ撫で外底部「中

回転ヘラ切 り後ロクロ撫で外底部「

底部ヘラ削り後撫で 外底部「十J
ロクロ撫で 一部ヘラ磨き力、内外面赤彩 外面「爪Jカ

り、外面赤彩外底部に花模様の堅書

底部回転ヘラ切り 外底部「真 |カ

回転ナデ 内天丼部「富女
回転ナデ 内天丼部「桑J日宇体
底部回転ヘラ切り 外底部墨痕

底部回転ヘラ切り外体部倒位
「
酒〕外底部「室」

ラ切 り 外底部墨痕

底部回転ヘラ切り 外底部「

底部回転ヘラ切り 外底部「□」

回転ヘラ肖1り  内天丼部「桑J日字体
天芽回転ヘラ削り 内外天丼部墨痕

底著

`回

転ヘラ切り 外

底部回転ヘラ切り 外底部「人長 |カ

回転ヘラ肖!り  内天丼部「薬J日字体
ロクロ成形 外体部横位「室」

底部回ほヘラ切 り 外底部□

ヘラ切り 灯明用外底部「桑J日字体
底部回転ヘラ切り 外底部「仲」

底部回転ヘラ切り 外底部「室Jカ

底部回転ヘラ切り 外底部□

底部回転ヘラ切り 外底部□
底部回転ヘラ切り 外体部「室Jカ

底部回転ヘラ切り 外底部国
ヘラ切り 外底部「室 J

ロクロ成形 外天丼部□

底部回転ヘラ切り 外底部「家」カ
底部回転ヘラ切 り 外底部「室Jカ

須恵器 不B
須恵器 イA 底部回転ヘラ切り 外底部□

須恵器 不A

須恵器 イA 底部回転ヘラ切り 外底部「纂J日字体

底部回転ヘラ切り 外底部「十Jカ
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70 C区包含層 須恵器 lTN B 底部回転ヘラ切 り 外体部正位「中J 白色粒多 灰色 壁元堅徹

C区を含層 須煮器 著 1/4 ロクロ成形 内天丼「室」カ 白色粒 灰色 登元堅徹

C区包台目 口縁部片 ロクロ成形 外体部倒位「□J「 月Jカ 自色粒 青灰色 遅元堅級

須恵器 不 B (116) 底部回転ヘラ切り 外底部「室 J 自色粒03mm 景元堅級

C区包含層 須意器 FTNA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□」 灰色 量元堅緻

C区包含層 須恵器 ネA 白色粒 白灰色 未遅元

C区包含層 須恵器 蓋 al 鉦外「柴 J 白色粒 灰色 還元堅徹

C区包含層 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□」 白色粒 灰色 量元堅織

C区包含層 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 自色細粒 庶色 還元堅緻

C区包含層 須恵器 蓋 完形 滑沢転用槻。天丼回転ヘラ削り 内天丼部「皆人」 白色細粒 疋色 露元堅緻

C区包含層 須恵器 lTNA (114) (68) 底部1/3 底部回転ヘラ切り 外底部「□」 k選元

C区包含層 須恵器 然A 底部片 虞部回転ヘラ切り 外底部「□ 爽色 選元堅級

C区包含層 須恵器 不 B 産部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「桑 Jカ 自色粒 東色 選元堅徹

CFX包含層 須恵器 不 A 底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「桑Jカ 自色粒多 又色 還元堅緻

須意器 イ A 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「井」カ 白色細粒 灰色 選元堅撤

C区包台層 須恵器 杯A (120) 灯明用。底部回転ヘラ切り外底部「□」 白色細粒 灰色 還元堅級

C区包含層 須恵器 lTNA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 自色細粒 景元堅級

C区包含層 須意器 イA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「中 驚灰色 避元堅緻

C区包含層 須恵器 不A 底部片 直部回転ヘラ切 り 外底部「□ I 灰色 選元堅緻

Ctttlttll 須恵器 第A 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「柴Jヵ 自色細地 灰色 選元堅級

C区包含層 須恵器 不 A 底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「□」 白色細粒 灰色 還元堅徹

底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 自色細ri 灰色 睡元堅緻

須恵器 ネA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□」 白色 411粒 灰色 環元 堅緻

C区包含層 須恵器 蓋 底部片 ロクロ成形 内天丼部「柴J 白角 RII短 電元堅級

D区包含層 須恵器 不A 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「廿」ヵ 白色粒 灰褐色 還ヽ元

DTK包含層 須恵器 イ B 底部 底部回転ヘラ切り外底部「桑 J旧宇体 自色粒 灰色 運ヽ元

D医包含層 須恵器 郷A 底部回転ヘラ切 り 外底部「井J 自色池 灰色 未還元

D区包含層 1/6 底部回転ヘラ切り 外底部墨痕 白 黒色粒 奇灰色 壁元堅徹

D区包含層 底部2/8 底部回転ヘラ切 り 外底部「公万呂J 白色粒 青灰色 壁元堅緻

D区包含層 須恵器 lTNB (126) (72) 1/4 底部回転ヘラ切り 外底部墨痕 白色粒 青灰色 窒元堅級

D区包含層 須恵器 イA (132) 1/4 底部回転ヘラ切り 外底部「井」カ 白色粒 海綿骨鉢 青灰色 壁元堅級

D区包含層 須恵器 郷A (116) 底部回転ヘラ切り 外底部「中 白色細粒 え色 未還元

D区包含層 須恵器 然A 1) 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「中Jカ 自色ンル ト粒 え色 還元堅緻

D区包含層 須恵器 不 B 底部回転ヘラ切り 外底部「井」 自色粒 疋色 量元堅緻

D区包含層 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「工J 海綿骨針 白色細粒 庶色 選元堅緻 朱墨書

D区包含層 (29) 底部1/2 底部回転ヘラ切り 外底部「公麿」 自色粒 X色 景元堅緻

D区包含層 須恵器 イA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「井J 海綿骨針 東色 量元堅緻

須恵器 lTNB (32) 底部 底部回転ヘラ切 り 外底部「井J 海綿骨針 自色粒 黄灰色 未選元

Dほ包含層 須恵器 必 B 底部 ミ部回転ヘラ切り 外底部□□ 白色粒 青灰色 運元堅級

D区包台眉 須恵器 不A 底部1/2 底部回転ヘラ切り 外底部「二Jヵ 白色粒 庶色 選元堅織

D区包含届 須煮器 イA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「柴」 白色粒 青灰色 運元堅緻

土師器 椀A 口縁部片 ロクロ成形赤彩 外体部□ 白・灰色粒 黄褐色 選元堅級

D区包含層 須恵器 イ A 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「井J 白色粒 末選元

D区包含層 須恵器 邪 B 1/3 底部回転ヘラ切り 外底部「井」 青灰色 選元堅緻

D区包含層 須恵器 lTNA 底部片 喰部回転ヘラ切 り 外底部「及□ 相細か 天色 還元堅緻

D区包含層 須恵器 lTNA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「井 J 白色細粒 え色 量元堅緻

Dほ包含層 須恵器 ネA 底部回転ヘラ切り 外底部「井」カ 自色粒 天色 登元堅釉

須意器 麻 B 底部2/3 底部回転ヘラ切り外底部「公Jヵ「麻Jヵ「呂Jヵ 自色粒 灰色 畳元堅緻

須恵器 高然 (108) 脚部 ロクロ成形 外体部正位「工」 白色粒 02mm 又色 景元堅紬 来墨警

D区包含層 須恵器 不 A 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「井Jヵ 自色粒 霊元堅緻

D区包含層 須恵器 邦 A 底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部 I□ J 灰色 己元堅緻

D区包含層 須恵器 不A 底部片 自色粒 灰色 整元堅徹

D区包含層 須意器 lTNB 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 白色粒 灰色 曇元堅緻

須恵器 不A 底部1/2 底部回転ヘラ切り 外底部「□□」 白色粒 灰色 段元堅撤

DE包台層 須意器 杯A (13) 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「井Jヵ 白色粒 黄灰色 電元堅緻

D区包含層 須恵器 然A (116) (70) 底部回転ヘラ切り 外底部「□」 自色粒 灰色 電元堅緻

D区包含層 須恵器 イ B (70) (28) /4 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 白色粒 電元堅緻

D区包含層 須恵器 イ B (100) 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 白色魁 灰色 量元堅級

D区包含層 須恵器 杯A (120) 底部回転ヘラ切 り 外底部「井J 白色粒 海綿骨針 灰色 電元堅緻

D区包含層 須恵器 蓋 天丼回転ヘラ削り後ナデ外天丼部「□J 自色粒 灰色 里元堅緻

D区包含層 須恵器 イA 底部回転ヘラ切り 外底部「柴」カ 自色粒 灰色 電元堅緻

底部回転糸切 り 内外赤彩外体部機位「� J貝」天文字 白 灰色粒 にぶい橙色 後化堅撤

Ett SD42 土師器 椀A 1/2 底部回転糸切り 内外赤彩外体部例位「扇」則天文字 白色粒 海綿骨針 変化堅緻

ETK SD42 土師器 椀A ▲
死 底部回転糸切り外体部機位「爪」貝I天文字 白 褐色粒 麓化堅緻

Ett SD42 土師器 椀A (126) 底部回転糸切り 内外赤彩外体部横位「煎J則天文字 白色澄 にぶい橙色 浚化堅級

Ett SD42 土師器 椀A 63 底部回転糸切 り外体部正位「所J則天文字 自色粒 黄橙色 後化堅緻

Ett SD42 土師器 椀A 2/3 底部回転糸切 り 内外赤彩外体部横位「�J則天文字 角閃石多 暗黄灰色 陵化堅級

土師器 椀A 底部回転糸切り 内外赤彩外体部棋位「汽」則天文字 白色 シル ト粒 橙色 唆化堅緻

1/3 底部回転糸切り 内体部「□J 透明細粒 淡い黄僑色 唆化堅級

Ett SD乾 土師器 椀A 2/3 底部回転糸切り 内外赤彩外体部横位「鷹」則天文字 自色粒 海綿骨針 赤褐色 塗化堅緻

Ett el142 土師器 椀A う
死 底部回転糸切 り外体部検位「爪」則天文字 自色粒 角閃石 簑化堅緻

Ett SE18 須恵器 lTNA 完形 底部回転ヘラ切り 外底部「井 黄灰色 選元堅緻

Ett SK15 須恵器 FTNA (20) 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部墨痕 自色粒 灰色 還元堅徹

Ett Slt36 須恵器 tTNA 底部回転ヘラ切り 外底部「□□□ J 自色粒 又色 未選元

須恵器 不A 底部 底部回転ヘラ切り内底部線刻「十」、外底部「□」 白色粒 黄灰色 未遼元

須意器 蓋 1/4 天丼回転ヘラ削り後ナデ。内天丼部「中J 海綿骨針 青灰色 還元堅緻

須恵器 イ A (106) 底部回転ヘラ切り 外底部「中」 自色粒 青灰色 量元堅緻

E区包台層 土師器 椀A (19) 底部 底部回転糸切 り、内黒。外底部 |□□」 白色粒 驚褐色 堕化堅緻

E区包含層 須恵器 蓋 (150) 口縁都片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。内天丼部「中J 黒色粒 ズ色 還元堅緻 つまみ欠損

E区包含層 須恵器 イA ほぼ完形 は部回転ヘラ切り内体部「□J、 外底部「□J 自色粒 文色 選元堅徹

E区包含層 須恵器 蓋 (160) 口縁部片 天丼回転ヘラ削り後ナデ。外天丼部「柴J 白色粒 天色 選元堅緻

底部回転ヘラ切り 外底部「□」 自色細粒 灰色 量元堅徹
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E区包含層 体部片 外体部「□J 自色細粒 青灰色 量元堅級

E区包含層 底部片 白色細粒 烹色 理元堅級

E区包含層 須恵器 不A (116) 1/つ 底部回転ヘラ切り 外底部「中 白色粒 '海綿骨針 烹色 未還元

E区包含層 土師器 椀A (130) (48) 口縁部片 内体部検位「煎J則天文字 外体部横位「燕J則天文字 白色粒 里元堅緻

E区包含層 須恵器 不A (15) 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「柔Jカ 自色粒 R色 量元堅級

底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□」 白色粒 疋色 量元堅緻

E区包含層 庭部片 底部回転ヘラ切り 外底部「柴Jヵ 自色粒 烹色 選元堅級

E区包含層 土師器 椀A (70) 底部片 外底部「燕J 黒色細粒 寮褐色

E医包含層 土師器 椀A 底部片 外底部「茄Jヵ 則天文字 白色粒 疋色 選元堅級

E区包含層 須恵器 TTNA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 自色粒 疋色 里元堅級

E区包含層 須恵器 イA 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 自色細粒 烹色 選元堅緻

底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「柴 J 自色粒 疋色 量元堅級

E区包含層 底部片 白色粒 k色 霞元堅級

E区包含層 須恵器 ネA (70) (1つ ) 底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「□ 自色粒 疋色 鷺元堅級

E区包含層 須恵器 jITNA (80) (18) 底部片 底部回転ヘラ切り 外底部「□J 白色I~ え色 選元堅緻

E区包含層 土師器 皿 口縁部片 ロクロ成形。外体部f□〕 自・褐色燈 疋色

E区包含層 須恵器 lTNA 底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「□」 自色粒 え色 璧元堅級

底部回転ヘラ切り 外底部「中」カ 白色粒 R色 量元堅級

E区包含層 土師器 椀 口縁部片 ロクロ成形。内外沐彩。外体言剛煎Jカ 黒色細粒 資褐色

E区包含層 土師器 椀 口縁部片 自色粒 煮褐色

E区包含層 須忘器 不A 底部片 底部回転ヘラ切 り 外底部「井Jカ 白桓細粒 k色 還元堅緻

E区包含層 土師器 椀 底部片 ロクロ成形 外底部「□J 白色粒 毒褐色

「井」、「井」ヵ 35点
「柴」、「柴」ヵ 7点

「中」、「仲」 11点
「柔」、「柔」ヵ 18点

「室」、「室」ヵ 11点
「茨」 2点

町碩」、 町預」ヵ 12点
「公麻呂」、「公万呂」 3点

「十」、「十」ヵ 5点

「工」 (朱墨書) 2点

出土墨書土器集成表

「田遇」、「道公」、「富女」、

「人」、「王」(朱墨書)、 「家」

FH」 ヵ、「及□」、「回□□」

「魚」ヵ、3字 ロイま「廣」ヵ)

「人長」、「皆人」、

ヵ、「月」ヵ、「土」

(1字 日は「新」ヵ、

「真」、「酒」、

ヵ、「二」ヵ、

2字 目は

*点数には本報告書の表に未掲載のものもカウント
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遺跡周辺の航空写真 (1:10,000)上 が北 (H79月 頃撮影 )
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遠景  (南から)

A区 全景  (上が西 )
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B区 全景  (上が西 )
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C区  全景 (東から)
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D区 全景 (南から)
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E区 全景 (南から)

E区 全景 (上が西 )
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遺跡遠景 (南東から) B区近景 (北から)

B区 (上が北 ) C区 (上が北 )

竪穴状遺構 (A ttSX01) 掘立柱建物 (B区 )


